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７
月
４
日
に
発
生
し
た
台
風
８

号
に
つ
い
て
、気
象
庁
で
は
台
風
を

理
由
と
し
た
初
め
て
の「
特
別
警

報
」を
沖
縄
県
に
発
表
し
、警
戒
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
台
風
は
あ
る
程
度
、事
前
に
備
え

る
こ
と
が
で
き
る
災
害
で
す
が
、台

風
が
接
近
し
て
か
ら
の
対
策
で
被
害

に
遭
わ
れ
る
方
も
多
く
い
ま
す
。

　
気
象
庁
か
ら
発
表
さ
れ
る
注
意

報
や
警
報
、そ
の
他
の
気
象
情
報
を

活
用
し
て
、早
め
早
め
の
行
動
を
と

る
と
と
も
に
、日
頃
か
ら
の
防
災
意

識
を
高
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。（

絢
）

7月13日　中芸消防大会（奈半利町）

6月19日　体育会長杯ビーチボールバレー大会（魚梁瀬地区）

6月21日　虫送り（日浦地区）

6月27日　環境学習（魚梁瀬中学校）

7月16日　馬路診療所起工式

防災特集・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２
馬路村農業委員会新体制へ・・・・・・・・・・・３
おらが村の学校便り㉚・・・・・・・・・・・・・４・５
東大寺学園来村 高知家・まるごと東部博開催・・・６
役場職員の給与・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７
議会だよりNo.137・・・・・・・・・・・・・・・８・９
馬路村診療所通信  Dr. 上田のちょっと×2・１０

環境コラム・馬路村俳壇 ・・・・・・・・・・・・・・１１
赤ちゃん万歳・ふるさとへの便り51 ・・・・１２
ショーンタイム・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３
安田川漫歩（８） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４・１５
お知らせ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６
行事予定表 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７
村内あちらこちら･村のできごと ・・・・・・・１８

 4 日　夕涼み会（魚梁瀬保育所）
 5 日　紙飛行機大会（東川地区）
12日　夕涼み会（馬路保育所）
13日　中芸消防大会（奈半利町）
15日　校内水泳大会（馬路小学校）
16日　馬路診療所起工式
18日　村内4校終業式
19日　校内水泳大会（魚梁瀬小学校）
　　　 フェスティバル魚梁瀬
24日　中芸地区小学校水泳記録会（北川小学校）
　　　 高齢者の人権学習（就業改善センター）

 1 日　安田川アユ漁解禁
 3 日　校外美化活動（魚梁瀬小・中学校）
 4 日　親子バス遠足（馬路保育所）
 8 日　村内一斉清掃
12日　馬路・魚梁瀬小学校4・5年生合同集合宿
　　　 泊訓練（国立室戸青少年自然の家）
19日　体育会長杯ビーチボールバレー大会
　　　（魚梁瀬地区）
21日　虫送り（日浦地区）
23日　校区ちり拾い（馬路小学校）
27日　環境学習（魚梁瀬中学校）

6月

7月

編
集
後
記

　7月19日に開催されたフェスティバル魚梁瀬のいかだ競走に、女性２チーム・男性７チー
ム・男女混合１チームの合計10チームが参加し、優勝を争った。
　結果は、前回（平成24年）優勝した「みかけだおし（中芸消防）」が、日頃の鍛錬の成果
をみせ、連覇を果たした。
　

いかだ競走

▲魚梁瀬ダム湖

いかだ競走



　
馬
路
村
で
は
、
昭
和
56
年
５
月
31
日
以

前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅
の
耐
震
化
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
１
日
の
生
活
の
中
で
多
く
の

時
間
を
住
宅
で
過
ご
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

地
震
に
よ
る
倒
壊
の
被
害
に
あ
わ
な
い
よ

う
住
宅
の
耐
震
化
が
重
要
だ
か
ら
で
す
。

　
住
宅
の
耐
震
化
を
行
う
た
め
に
は
、
ま

ず
「
耐
震
診
断
」
が
必
要
で
す
。

　
耐
震
診
断
は
、
高
知
県
に
登
録
し
て
い

る
耐
震
診
断
士
が
、
住
宅
の
構
造
・
間
取

り
・
基
礎
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
そ
の
後
、

住
宅
の
耐
震
度
（
上
部
構
造
評
点
）
な
ど

の
診
断
結
果
が
出
さ
れ
ま
す
。

　
村
で
は
、
平
成
16
年
度
か
ら
耐
震
診
断

事
業
を
行
っ
て
お
り
、
昨
年
度
ま
で
に
45

人
が
診
断
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
中
に
は
、
耐
震
補
強
や
建
て
替
え

を
さ
れ
た
方
も
い
ま
す
。

　
耐
震
診
断
結
果
で
は
、
耐
震
度
（
上
部

構
造
評
点
）
が
1.0
以
上
の
結
果
が
出
た
住

宅
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
耐
震
性
の
低

い
住
宅
に
な
る
と
、
震
度
６
弱
で
倒
壊
す

る
建
物
が
出
始
め
ま
す
。
震
度
６
強
に
な

る
と
、
も
っ
と
多
く
の
建
物
が
倒
壊
す
る

と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
実
施
す
る
に

は
、
自
己
負
担
と
し
て
3
千
円
必
要
で
す

が
、
地
震
に
よ
る
倒
壊
の
被
害
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
に
も
、
住
宅
の
耐
震
診
断
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
も
し
耐
震
性
が
低
い
と
診
断
さ
れ
た
場

合
に
は
、
耐
震
設
計
（
補
助
金
上
限
20
万

円
）
・
耐
震
工
事
（
補
助
金
上
限
90
万

円
）
に
対
す
る
補
助
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　
耐
震
度
（
上
部
構
造
評
点
）
が
1.0
以
上

に
な
る
耐
震
化
を
進
め
て
、
安
心
・
安
全

で
倒
壊
し
な
い
住
宅
に
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

お
申
し
込
み

　
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
耐
震

診
断
を
希
望
さ
れ
る
方
や
ご
不
明
な
点
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
馬
路
村
役
場 

総
務

課
☎
（
８
）
44
―
２
１
１
１
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
木
造
住
宅
の
耐
震
化
に
向
け
て
、
平
成

26
年
８
月
19
日
（
火
）
午
後
３
時
か
ら
6

時
ま
で
、
馬
路
村
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
１

階
会
議
室
で
、
耐
震
診
断
士
の
中 

宏
文
氏

（
中 

宏
文
建
築
設
計
事
務
所
）
に
よ
る
個

別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
　
　

　
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
開
催
時
間

内
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
相
談
者
が
多
数
の
場
合
は
、
お

待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
馬
路
村
農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
一
般
選
挙

が
去
る
７
月
1
日
に
告
示
さ
れ
、
同
日
、
立
候
補
の
届
け
出

が
締
め
切
ら
れ
、
６
名
の
委
員
が
無
投
票
の
当
選
と
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
馬
路
村
農
業
協
同
組
合
か
ら
推
薦
さ
れ
た
１
名
の

選
任
委
員
と
合
わ
せ
７
名
の
農
業
委
員
で
新
し
く
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

①
耕
作
目
的
で
土
地
を
売
買
し
た
り
、
貸
し
借
り
す
る
と
き

②
自
分
の
農
地
を
農
地
以
外
の
も
の
に
転
用
し
た
い
と
き

③
家
を
建
て
る
等
の
目
的
で
、
人
か
ら
農
地
を
買
っ
た
り
借
り

た
り
す
る
と
き

　
①
②
③
は
、
全
て
、
農
業
委
員
会
の
許
可
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
②
、
③
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
そ
の
農
地

が
農
業
振
興
地
域
の
農
用
地
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
た
場
合
、

ま
ず
は
農
業
振
興
地
域
か
ら
の
除
外
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

　
除
外
の
手
続
き
に
は
、
農
業
委
員
会
で
の
協
議
を
は
じ
め
、

県
や
農
協
と
の
協
議
、
公
告
縦
覧
等
が
必
要
と
な
り
、
約
10
カ

月
の
期
間
を
要
し
ま
す
。
そ
こ
か
ら
転
用
手
続
き
を
開
始
す
る

た
め
、
手
続
き
開
始
か
ら
転
用
完
了
ま
で
の
手
続
き
全
体
で
、

約
１
年
の
期
間
を
要
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
平
成
22
年
度
か
ら
各
地
区
の
協
定
で
農
地
を
守
る
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
制
度
は
、
本
年
度

で
５
年
目
と
な
り
第
３
期
対
策
が
終
了
し
ま
す
。
そ
し
て
平
成
27

年
度
か
ら
は
、
新
た
に
５
年
間
の
第
４
期
対
策
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
「
５
年
間
続
け
ら
れ
る
か
不
安
」
「
参
加
は
し
て
い

る
け
ど
正
直
よ
く
わ
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
声
も
聞
こ
え
る
た
め
、

来
年
度
以
降
も
安
心
し
て
制
度
を
活
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
各

協
定
に
お
い
て
の
説
明
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
〔
お
問
い
合
わ
せ
先
〕

　
馬
路
村
役
場
　
産
業
建
設
課
（
8
）
44
│

2
3
3
6

８
月
31
日
（
日
）
実
施

「
県
下
一
斉
避
難
訓
練
」
及
び

「
地
域
の
み
ん
な
で
自
主
防
災
訓
練
」

　
高
知
県
で
は
、
毎
年
８
月
30
日
か

ら
９
月
５
日
の
「
高
知
県
南
海
ト
ラ

フ
地
震
対
策
推
進
週
間
」
に
合
わ
せ

て
、
期
間
内
の
日
曜
日
に
防
災
訓
練

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
馬
路
村
で
も
午
前
９
時
か
ら
避
難

訓
練
と
各
自
主
防
災
組
織
ご
と
の
訓

練
を
行
い
ま
す
の
で
、
積
極
的
な
ご

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

防災
特集

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
に
つ
い
て

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
に
つ
い
て

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
に
つ
い
て

木
造
住
宅
耐
震
化
個
別
相
談
会
の
開
催

※診断結果については、住宅の構造・
規模・平屋建て、2階建て、建築年、間
取りなど一軒一軒状態が違いますの
で、実際に診断しましょう。

住宅の耐震性の判定表

村内での耐震診断結果

判定

倒壊しない

一応倒壊しない

倒壊する可能性がある

倒壊する可能性が高い

１．５以上

１．０～１．５

０．７～１．０

０．７未満

建築年代

昭和40年
まで

昭和56年
まで
建築年
不明

件数

８

１５

１６

６

４５

平均

０．３１

０．３７

０．３７

０．３９

０．３６

最高

０．５１

０．８１

０．９５

０．７０

０．９５

耐震度
（上部構造評点）

（後列左から）小松博、内原　信、湯浅雅文、大田耕司
（前列左から）中岡精一郎、山中隆、小島忠義

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
切
替

農
地
の
転
用
・
売
買
等
に
は

　
　
　農
業
委
員
会
の
許
可
が
必
要
！

農地と
農家の暮らしを守る農地と
農家の暮らしを守る

明治・大正

合計 平均値 最高値

耐震度
（上部構造評点）

平成27年度
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農
業
委
員
の
紹
介

　
選
任
　
会
長
　
山
中
　
隆

　
公
選
　
会
長
職
務
代
理
者

　
　
　
　
　
　
　
小
島
　
忠
義

　
　
　
　
委
員
　
湯
浅
　
雅
文

　
　
　
　
委
員
　
中
岡
精
一
郎

　
　
　
　
委
員
　
大
田
　
耕
司

　
　
　
　
委
員
　
内
原
　
　
信

　
　
　
　
委
員
　
小
松
　
博

　
今
後
３
年
間
の
任
期
で
、
地

域
農
業
者
の
代
表
と
し
て
、
農

地
と
農
家
の
暮
ら
し
を
守
り
、

担
い
手
の
育
成
と
確
保
、
遊
休

農
地
の
解
消
な
ど
地
域
農
業
の

振
興
に
努
め
ま
す
。

　
農
地
の
売
買
・
贈
与
・
貸
借

・
転
用
な
ど
に
つ
い
て
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

退
任
さ
れ
た
農
業
委
員

　
こ
の
た
び
の
改
選
で
、
左
記

の
か
た
が
た
が
農
業
委
員
を
退

任
さ
れ
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た

り
農
業
者
の
地
位
向
上
と
地
域

農
業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
こ
と
に
対
し
、
深
く
感
謝
を

い
た
し
ま
す
。

　
　
乾
　
　
充
典
　
（
２
期
）

　
　
岡
田
　
數
子
　
（
６
期
）

馬
路
村
農
業
委
員
会
新
体
制
へ
！



　
馬
路
村
で
は
、
昭
和
56
年
５
月
31
日
以

前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅
の
耐
震
化
を

進
め
て
い
ま
す
。
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千
円
必
要
で
す

が
、
地
震
に
よ
る
倒
壊
の
被
害
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
に
も
、
住
宅
の
耐
震
診
断
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
も
し
耐
震
性
が
低
い
と
診
断
さ
れ
た
場

合
に
は
、
耐
震
設
計
（
補
助
金
上
限
20
万

円
）
・
耐
震
工
事
（
補
助
金
上
限
90
万

円
）
に
対
す
る
補
助
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　
耐
震
度
（
上
部
構
造
評
点
）
が
1.0
以
上

に
な
る
耐
震
化
を
進
め
て
、
安
心
・
安
全

で
倒
壊
し
な
い
住
宅
に
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

お
申
し
込
み

　
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
耐
震

診
断
を
希
望
さ
れ
る
方
や
ご
不
明
な
点
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
馬
路
村
役
場 

総
務

課
☎
（
８
）
44
―
２
１
１
１
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
木
造
住
宅
の
耐
震
化
に
向
け
て
、
平
成

26
年
８
月
19
日
（
火
）
午
後
３
時
か
ら
6

時
ま
で
、
馬
路
村
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
１

階
会
議
室
で
、
耐
震
診
断
士
の
中 

宏
文
氏

（
中 

宏
文
建
築
設
計
事
務
所
）
に
よ
る
個

別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
　
　

　
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
開
催
時
間

内
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
相
談
者
が
多
数
の
場
合
は
、
お

待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
馬
路
村
農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
一
般
選
挙

が
去
る
７
月
1
日
に
告
示
さ
れ
、
同
日
、
立
候
補
の
届
け
出

が
締
め
切
ら
れ
、
６
名
の
委
員
が
無
投
票
の
当
選
と
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
馬
路
村
農
業
協
同
組
合
か
ら
推
薦
さ
れ
た
１
名
の

選
任
委
員
と
合
わ
せ
７
名
の
農
業
委
員
で
新
し
く
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

①
耕
作
目
的
で
土
地
を
売
買
し
た
り
、
貸
し
借
り
す
る
と
き

②
自
分
の
農
地
を
農
地
以
外
の
も
の
に
転
用
し
た
い
と
き

③
家
を
建
て
る
等
の
目
的
で
、
人
か
ら
農
地
を
買
っ
た
り
借
り

た
り
す
る
と
き

　
①
②
③
は
、
全
て
、
農
業
委
員
会
の
許
可
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
②
、
③
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
そ
の
農
地

が
農
業
振
興
地
域
の
農
用
地
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
た
場
合
、

ま
ず
は
農
業
振
興
地
域
か
ら
の
除
外
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

　
除
外
の
手
続
き
に
は
、
農
業
委
員
会
で
の
協
議
を
は
じ
め
、

県
や
農
協
と
の
協
議
、
公
告
縦
覧
等
が
必
要
と
な
り
、
約
10
カ

月
の
期
間
を
要
し
ま
す
。
そ
こ
か
ら
転
用
手
続
き
を
開
始
す
る

た
め
、
手
続
き
開
始
か
ら
転
用
完
了
ま
で
の
手
続
き
全
体
で
、

約
１
年
の
期
間
を
要
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
平
成
22
年
度
か
ら
各
地
区
の
協
定
で
農
地
を
守
る
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
制
度
は
、
本
年
度

で
５
年
目
と
な
り
第
３
期
対
策
が
終
了
し
ま
す
。
そ
し
て
平
成
27

年
度
か
ら
は
、
新
た
に
５
年
間
の
第
４
期
対
策
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
「
５
年
間
続
け
ら
れ
る
か
不
安
」
「
参
加
は
し
て
い

る
け
ど
正
直
よ
く
わ
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
声
も
聞
こ
え
る
た
め
、

来
年
度
以
降
も
安
心
し
て
制
度
を
活
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
各

協
定
に
お
い
て
の
説
明
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
〔
お
問
い
合
わ
せ
先
〕

　
馬
路
村
役
場
　
産
業
建
設
課
（
8
）
44
│

2
3
3
6

８
月
31
日
（
日
）
実
施

「
県
下
一
斉
避
難
訓
練
」
及
び

「
地
域
の
み
ん
な
で
自
主
防
災
訓
練
」

　
高
知
県
で
は
、
毎
年
８
月
30
日
か

ら
９
月
５
日
の
「
高
知
県
南
海
ト
ラ

フ
地
震
対
策
推
進
週
間
」
に
合
わ
せ

て
、
期
間
内
の
日
曜
日
に
防
災
訓
練

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
馬
路
村
で
も
午
前
９
時
か
ら
避
難

訓
練
と
各
自
主
防
災
組
織
ご
と
の
訓

練
を
行
い
ま
す
の
で
、
積
極
的
な
ご

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

防災
特集

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
に
つ
い
て

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
に
つ
い
て

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
に
つ
い
て

木
造
住
宅
耐
震
化
個
別
相
談
会
の
開
催

※診断結果については、住宅の構造・
規模・平屋建て、2階建て、建築年、間
取りなど一軒一軒状態が違いますの
で、実際に診断しましょう。

住宅の耐震性の判定表

村内での耐震診断結果

判定

倒壊しない

一応倒壊しない

倒壊する可能性がある

倒壊する可能性が高い

１．５以上

１．０～１．５

０．７～１．０

０．７未満

建築年代

昭和40年
まで

昭和56年
まで
建築年
不明

件数

８

１５

１６

６

４５

平均

０．３１

０．３７

０．３７

０．３９

０．３６

最高

０．５１

０．８１

０．９５

０．７０

０．９５

耐震度
（上部構造評点）

（後列左から）小松博、内原　信、湯浅雅文、大田耕司
（前列左から）中岡精一郎、山中隆、小島忠義

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
切
替

農
地
の
転
用
・
売
買
等
に
は

　
　
　農
業
委
員
会
の
許
可
が
必
要
！

農地と
農家の暮らしを守る農地と
農家の暮らしを守る

明治・大正

合計 平均値 最高値

耐震度
（上部構造評点）

平成27年度
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農
業
委
員
の
紹
介

　
選
任
　
会
長
　
山
中
　
隆

　
公
選
　
会
長
職
務
代
理
者

　
　
　
　
　
　
　
小
島
　
忠
義

　
　
　
　
委
員
　
湯
浅
　
雅
文

　
　
　
　
委
員
　
中
岡
精
一
郎

　
　
　
　
委
員
　
大
田
　
耕
司

　
　
　
　
委
員
　
内
原
　
　
信

　
　
　
　
委
員
　
小
松
　
博

　
今
後
３
年
間
の
任
期
で
、
地

域
農
業
者
の
代
表
と
し
て
、
農

地
と
農
家
の
暮
ら
し
を
守
り
、

担
い
手
の
育
成
と
確
保
、
遊
休

農
地
の
解
消
な
ど
地
域
農
業
の

振
興
に
努
め
ま
す
。

　
農
地
の
売
買
・
贈
与
・
貸
借

・
転
用
な
ど
に
つ
い
て
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

退
任
さ
れ
た
農
業
委
員

　
こ
の
た
び
の
改
選
で
、
左
記

の
か
た
が
た
が
農
業
委
員
を
退

任
さ
れ
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た

り
農
業
者
の
地
位
向
上
と
地
域

農
業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
こ
と
に
対
し
、
深
く
感
謝
を

い
た
し
ま
す
。

　
　
乾
　
　
充
典
　
（
２
期
）

　
　
岡
田
　
數
子
　
（
６
期
）

馬
路
村
農
業
委
員
会
新
体
制
へ
！
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　今年は、２年に一度、馬路小学校と魚梁瀬小学校が合同で行く宿泊訓練の年でした。今回も、来年６月に
修学旅行へ行く４年生と５年生の８人が、１泊２日で国立室戸青少年自然の家に行き、集団生活を行う上での
マナーや公共施設の利用方法などを学ぶとともに、室戸ならではの体験をしてきました。

　
自
然
の
家
に
到
着
し
、
入
所

式
が
終
わ
る
と
、
ミ
ニ
サ
イ
ク

リ
ン
グ
場
へ
移
動
し
、
「
お
も

し
ろ
自
転
車
」
を
体
験
し
ま
し

た
。　

お
も
し
ろ
自
転
車
で
は
、

二
人
乗
り
自
転
車
、
せ
な
か

を
そ
ら
し
て
こ
ぐ
自
転
車
、

立
っ
て
ジ
ャ
ン
プ
し
て
こ
ぐ

自
転
車
な
ど
、
い
ろ
ん
な
自

転
車
が
あ
り
ま
し
た
。

　
た
く
さ
ん
乗
っ
て
一
番
楽

し
か
っ
た
の
は
、
イ
ル
カ
の

自
転
車
で
す
。
イ
ル
カ
が
か

わ
い
か
っ
た
し
、
乗
り
や
す

か
っ
た
か
ら
で
す
。

　
家
族
で
自
然
の
家
に
来
て
、

み
ん
な
で
お
も
し
ろ
自
転
車

に
乗
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
ゆ
う
と
）

　
２
日
目
は
、
室
戸
な
ら

で
は
の
海
の
体
験
「
シ
ュ

ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
」
で
す
。

ち
ょ
っ
と
波
が
高
か
っ
た

の
で
、
室
戸
岬
新
港
の
中

で
や
り
ま
し
た
。

　
1
日
目
の
午
後
は
「
フ
ィ

ー
ル
ド 

フ
ォ
ト 

ビ
ン
ゴ
」
を

し
ま
し
た
。
地
図
に
あ
る
12

の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
わ
っ
て
、

写
真
に
写
っ
て
い
る
場
所
を

見
つ
け
る
ゲ
ー
ム
で
す
。

　
み
ん
な
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
、
班
長
と
し
て
ま
と
め

な
が
ら
し
ま
し
た
。
と
て
も

楽
し
か
っ
た
し
、
見
つ
け
ら

れ
た
ら
す
ご
く
う
れ
し
い
ん

で
す
。
一
つ
見
つ
け
ら
れ
た

ら
ハ
イ
タ
ッ
チ
す
る
く
ら
い

で
し
た
。

　
結
果
は
、
同
点
で
し
た
。

ビ
ン
ゴ
の
数
も
タ
イ
ム
も

い
っ
し
ょ
で
し
た
。（あ

か
ね
）

　
写
真
だ
け
で
場
所
を
探
す

の
は
む
ず
か
し
か
っ
た
け
ど
、

六
つ
も
見
つ
け
ら
れ
た
の
で

良
か
っ
た
で
す
。
意
見
が
ち

が
っ
た
り
し
た
の
で
、
み
ん

な
が
ば
ら
ば
ら
に
な
り
そ
う

だ
っ
た
け
ど
、
最
後
は
み
ん

な
で
協
力
で
き
た
し
、
楽
し

く
で
き
た
の
で
良
か
っ
た
で

す
。
　
　
　
　
　
（
あ
み
）

　
わ
た
し
は
「
フ
ィ
ー
ル
ド 

フ
ォ
ト 

ビ
ン
ゴ
」
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
。
理
由
は
、
道
を
ど
っ
ち
に
行
く

か
考
え
た
り
し
て
、
み
ん
な
が
協
力

で
き
た
か
ら
で
す
。
と
て
も
つ
か
れ

た
け
ど
、
み
ん
な
で
い
っ
ぱ
い
見
つ

け
ら
れ
た
の
で
楽
し
か
っ
た
で
す
。

（
ゆ
い
）

おらが村の学校便りおらが村の学校便り3030

自然の家へ到着

おもしろ 自転車

暗やみ探検

　
宿
泊
訓
練
で
印
象
に
の

こ
っ
た
こ
と
は
、
た
く
さ

ん
の
お
も
し
ろ
自
転
車
に

乗
れ
た
こ
と
で
す
。

　
き
ょ
う
り
ゅ
う
や
イ
ル

カ
の
形
を
し
た
の
が
お
も

し
ろ
か
っ
た
で
す
。
そ
の

中
で
も
一
番
気
に
入
っ
た

の
は
、
水
色
の
ふ
つ
う
の

自
転
車
よ
り
ス
ピ
ー
ド
が

出
る
の
が
気
に
入
り
ま
し

た
。
　
　
　  

（
ゆ
う
す
）

　
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
で
楽

し
か
っ
た
こ
と
は
、
海
の
魚

を
見
た
こ
と
で
す
。
チ
ョ
ウ

チ
ョ
ウ
ウ
オ
、
ウ
ツ
ボ
、
ガ

ン
ガ
ゼ
も
見
え
ま
し
た
。

　
海
は
、
最
初
は
寒
か
っ
た

け
れ
ど
、
ウ
エ
ッ
ト
ス
ー
ツ

を
着
て
い
た
の
で
、
そ
れ
ほ

ど
は
寒
く
な
か
っ
た
で
す
。

　
い
ろ
ん
な
人
と
二
人
組
に

な
っ
て
活
動
で
き
た
の
で
、

お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

（
あ
や
な
）

　
海
の
家
に
着
く
と
、

服
と
か
く
つ
が
な
ら
ん

で
い
て
、
（
い
ろ
い
ろ

あ
る
ん
や
な
あ
）
と
思

い
ま
し
た
。

　
準
備
の
間
は
、
み
ん

な
無
言
で
し
た
。
し
い

ー
ん
と
し
て
い
て
、
そ

れ
に
、
ウ
エ
ッ
ト
ス
ー

ツ
が
き
つ
く
て
、
笑
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
海
の
中
は
、
い
ろ
い

ろ
不
思
議
な
も
の
が
見

え
ま
し
た
。
例
え
ば
、

ト
ゲ
ト
サ
カ
と
い
う
や

わ
ら
か
い
サ
ン
ゴ
に
も

さ
わ
れ
ま
し
た
。
ヤ
マ

モ
モ
の
か
た
ま
り
み
た

い
な
感
じ
で
、
意
外
と

か
た
く
、
消
し
ゴ
ム
み

た
い
で
し
た
。

（
も
え
ぎ
）

室戸青少年　　自然の家に
行ったよ！　　　　　　　

　
ば
ん
ご
は
ん
を
食
べ
た
後

に
や
っ
た
暗
や
み
探
検
の
時
、

藤
川
先
生
や
山
上
先
生
が
来

て
、
お
ど
か
さ
れ
ま
し
た
。

中
島
先
生
た
ち
も
草
む
ら
に

か
く
れ
て
お
ど
か
し
た
り
し

ま
し
た
。

　
星
を
見
る
丘
の
小
道
で
は
、

ぼ
く
と
ゆ
い
ち
ゃ
ん
が
先
頭

で
し
た
。
だ
か
ら
と
て
も
こ

わ
く
て
、
「
一
度
リ
タ
イ
ア

し
よ
う
」
と
み
ん
な
が
言
い

ま
し
た
。
だ
け
ど
、
ま
た
行

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
み

ん
な
こ
わ
く
な
っ
て
い
た
け

ど
、
ち
ゃ
ん
と
回
っ
て
こ
ら

れ
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。

（
じ
ょ
う
）

馬路小・魚梁瀬小

合同宿泊訓練

フィールド フォト ビンゴ

シュノーケリング

第1ロッジで、発見！

キャンプ場で、発見！

バディー！

いやー、熱帯魚がおる

ウミシダやとー

321

　「
夕
べ
の
集
い
」で
は
、代
表
の
児
童

２
人
が
国
旗
を
降
ろ
し
ま
し
た
。

4
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自
然
の
家
に
到
着
し
、
入
所

式
が
終
わ
る
と
、
ミ
ニ
サ
イ
ク

リ
ン
グ
場
へ
移
動
し
、
「
お
も

し
ろ
自
転
車
」
を
体
験
し
ま
し

た
。　

お
も
し
ろ
自
転
車
で
は
、

二
人
乗
り
自
転
車
、
せ
な
か

を
そ
ら
し
て
こ
ぐ
自
転
車
、

立
っ
て
ジ
ャ
ン
プ
し
て
こ
ぐ

自
転
車
な
ど
、
い
ろ
ん
な
自

転
車
が
あ
り
ま
し
た
。

　
た
く
さ
ん
乗
っ
て
一
番
楽

し
か
っ
た
の
は
、
イ
ル
カ
の

自
転
車
で
す
。
イ
ル
カ
が
か

わ
い
か
っ
た
し
、
乗
り
や
す

か
っ
た
か
ら
で
す
。

　
家
族
で
自
然
の
家
に
来
て
、

み
ん
な
で
お
も
し
ろ
自
転
車

に
乗
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
ゆ
う
と
）

　
２
日
目
は
、
室
戸
な
ら

で
は
の
海
の
体
験
「
シ
ュ

ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
」
で
す
。

ち
ょ
っ
と
波
が
高
か
っ
た

の
で
、
室
戸
岬
新
港
の
中

で
や
り
ま
し
た
。

　
1
日
目
の
午
後
は
「
フ
ィ

ー
ル
ド 

フ
ォ
ト 

ビ
ン
ゴ
」
を

し
ま
し
た
。
地
図
に
あ
る
12

の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
わ
っ
て
、

写
真
に
写
っ
て
い
る
場
所
を

見
つ
け
る
ゲ
ー
ム
で
す
。

　
み
ん
な
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
、
班
長
と
し
て
ま
と
め

な
が
ら
し
ま
し
た
。
と
て
も

楽
し
か
っ
た
し
、
見
つ
け
ら

れ
た
ら
す
ご
く
う
れ
し
い
ん

で
す
。
一
つ
見
つ
け
ら
れ
た

ら
ハ
イ
タ
ッ
チ
す
る
く
ら
い

で
し
た
。

　
結
果
は
、
同
点
で
し
た
。

ビ
ン
ゴ
の
数
も
タ
イ
ム
も

い
っ
し
ょ
で
し
た
。（あ

か
ね
）

　
写
真
だ
け
で
場
所
を
探
す

の
は
む
ず
か
し
か
っ
た
け
ど
、

六
つ
も
見
つ
け
ら
れ
た
の
で

良
か
っ
た
で
す
。
意
見
が
ち

が
っ
た
り
し
た
の
で
、
み
ん

な
が
ば
ら
ば
ら
に
な
り
そ
う

だ
っ
た
け
ど
、
最
後
は
み
ん

な
で
協
力
で
き
た
し
、
楽
し

く
で
き
た
の
で
良
か
っ
た
で

す
。
　
　
　
　
　
（
あ
み
）

　
わ
た
し
は
「
フ
ィ
ー
ル
ド 

フ
ォ
ト 

ビ
ン
ゴ
」
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
。
理
由
は
、
道
を
ど
っ
ち
に
行
く

か
考
え
た
り
し
て
、
み
ん
な
が
協
力

で
き
た
か
ら
で
す
。
と
て
も
つ
か
れ

た
け
ど
、
み
ん
な
で
い
っ
ぱ
い
見
つ

け
ら
れ
た
の
で
楽
し
か
っ
た
で
す
。

（
ゆ
い
）

おらが村の学校便りおらが村の学校便り3030

自然の家へ到着

おもしろ 自転車

暗やみ探検

　
宿
泊
訓
練
で
印
象
に
の

こ
っ
た
こ
と
は
、
た
く
さ

ん
の
お
も
し
ろ
自
転
車
に

乗
れ
た
こ
と
で
す
。

　
き
ょ
う
り
ゅ
う
や
イ
ル

カ
の
形
を
し
た
の
が
お
も

し
ろ
か
っ
た
で
す
。
そ
の

中
で
も
一
番
気
に
入
っ
た

の
は
、
水
色
の
ふ
つ
う
の

自
転
車
よ
り
ス
ピ
ー
ド
が

出
る
の
が
気
に
入
り
ま
し

た
。
　
　
　  

（
ゆ
う
す
）

　
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
で
楽

し
か
っ
た
こ
と
は
、
海
の
魚

を
見
た
こ
と
で
す
。
チ
ョ
ウ

チ
ョ
ウ
ウ
オ
、
ウ
ツ
ボ
、
ガ

ン
ガ
ゼ
も
見
え
ま
し
た
。

　
海
は
、
最
初
は
寒
か
っ
た

け
れ
ど
、
ウ
エ
ッ
ト
ス
ー
ツ

を
着
て
い
た
の
で
、
そ
れ
ほ

ど
は
寒
く
な
か
っ
た
で
す
。

　
い
ろ
ん
な
人
と
二
人
組
に

な
っ
て
活
動
で
き
た
の
で
、

お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

（
あ
や
な
）

　
海
の
家
に
着
く
と
、

服
と
か
く
つ
が
な
ら
ん

で
い
て
、
（
い
ろ
い
ろ

あ
る
ん
や
な
あ
）
と
思

い
ま
し
た
。

　
準
備
の
間
は
、
み
ん

な
無
言
で
し
た
。
し
い

ー
ん
と
し
て
い
て
、
そ

れ
に
、
ウ
エ
ッ
ト
ス
ー

ツ
が
き
つ
く
て
、
笑
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
海
の
中
は
、
い
ろ
い

ろ
不
思
議
な
も
の
が
見

え
ま
し
た
。
例
え
ば
、

ト
ゲ
ト
サ
カ
と
い
う
や

わ
ら
か
い
サ
ン
ゴ
に
も

さ
わ
れ
ま
し
た
。
ヤ
マ

モ
モ
の
か
た
ま
り
み
た

い
な
感
じ
で
、
意
外
と

か
た
く
、
消
し
ゴ
ム
み

た
い
で
し
た
。

（
も
え
ぎ
）

室戸青少年　　自然の家に
行ったよ！　　　　　　　

　
ば
ん
ご
は
ん
を
食
べ
た
後

に
や
っ
た
暗
や
み
探
検
の
時
、

藤
川
先
生
や
山
上
先
生
が
来

て
、
お
ど
か
さ
れ
ま
し
た
。

中
島
先
生
た
ち
も
草
む
ら
に

か
く
れ
て
お
ど
か
し
た
り
し

ま
し
た
。

　
星
を
見
る
丘
の
小
道
で
は
、

ぼ
く
と
ゆ
い
ち
ゃ
ん
が
先
頭

で
し
た
。
だ
か
ら
と
て
も
こ

わ
く
て
、
「
一
度
リ
タ
イ
ア

し
よ
う
」
と
み
ん
な
が
言
い

ま
し
た
。
だ
け
ど
、
ま
た
行

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
み

ん
な
こ
わ
く
な
っ
て
い
た
け

ど
、
ち
ゃ
ん
と
回
っ
て
こ
ら

れ
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。

（
じ
ょ
う
）

馬路小・魚梁瀬小

合同宿泊訓練

フィールド フォト ビンゴ

シュノーケリング

第1ロッジで、発見！

キャンプ場で、発見！

バディー！

いやー、熱帯魚がおる

ウミシダやとー

321

　「
夕
べ
の
集
い
」で
は
、代
表
の
児
童

２
人
が
国
旗
を
降
ろ
し
ま
し
た
。

4



広報うまじ278号 ̶̶̶̶（6広報うまじ278号 ̶̶̶̶（7　

役場職員の給与
　役場職員の給与を公表します。給与は民間給与との比較により出された高知県人事委員会勧告に準じた内容
で条例議案がつくられ、特別職等の報酬は特別職報酬等審議会での審議を経て、いずれも村長により議会に提
出されたのち、議会の議決をもって決定されることとなっています。
　

１．職員給与費の状況（一般会計予算：平成26年度当初）

2.  職員の平均給料月額・平均給与月額および
平均年齢の状況（一般会計予算：平成26年度当初）　

6.  特別職等の報酬の状況

3.  一般行政職の級別職員数の状況（以下：平成26年4月1日現在）

5.  職員手当の状況

4.  職員の初任給の状況

区　　　分

区　　分

区　　　　　　　　　　分 状　　　　　　　　　　況

1　級 2　級 3　級 4　級 5　級 6　級

標準的な
職務内容

主事補
主　事 主　任 主　幹 係　長 主　監

課　長
支所長

職 員 数 11人 2人 7人 9人 3人 6人

構 成 比

扶　養　手　当
配偶者 13,000円

1人目　6,500円　　16～22歳の子　1人　5,000円加算

家賃　12,000円を超える場合
家賃に応じて　27,000円を限度に支給

 55,000円までは全額支給

距離に応じ　2,000円～24,500円を支給

なし

有（ ）ただし、特例措置により、勤勉手当に
ついては、加算措置を行わない

期末手当

1.20月分

1.35月分

2.55月分

勤勉手当

0.65月分

0.65月分

1.30月分

配偶者以外の扶養親族

借家の場合

交通機関等利用者

交通用具使用者

片道2km未満の者

支給期別

6月期

12月期

計

住　居　手　当

通　勤　手　当

期末・勤勉手当

28.9％ 5.3％ 18.4％ 23.7％ 7.9％ 15.8％

計

38人

100.0％

区　　　　　　　分

 ※平均給与月額とは、平均給料月額に
　 扶養手当、住居手当等の手当を加算
　 したものです。

一般行政職
大  学  卒

高  校  卒

161,900円

140,400円

初　任　給 報酬月額

696,000円

604,000円

562,000円

236,000円

190,000円

162,000円

期末手当

一　　　般　　　行　　　政　　　職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

301,097円 319,567円 39.3歳

職　員　数
１人当たり
給　与　費

5,180

給　　　　　 与　　　　　 費

給　　　料 職 員  手  当 期末・勤勉手当 計

平成26年度 38人 137,306 12,595 46,944 196,845

（単位：千円）

6月期

12月期

合　計

1.20月分

1.35月分

2.55月分

区　　　分

村　　　長

副　村　長

教　育　長

議　　　長

副　議　長

議　　　員

計

1.85月分

2.00月分

3.85月分

制度上の段階、職務の

等級による加算措置

奈良県東大寺学園 183人来村
　
平
成
26
年
５
月
26
日
か
ら
28
日
ま
で
の
３
日
間
『
馬
路

村
で
し
か
で
き
な
い
体
験
』
を
テ
ー
マ
に
、
間
伐
、
釣

り
、
流
木
ア
ー
ト
、
か
な
ば
編
み
、
曲
げ
わ
っ
ぱ
、
は
え

な
わ
漁
な
ど
を
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
体
験
し
ま
し
た
。

　
希
望
者
が
一
番
多
か
っ
た
間
伐
体
験
で
は
、
馬
路
村
森

林
組
合
や
エ
コ
ア
ス
馬
路
村
の
方
か
ら
の
説
明
に
、
真
剣

な
ま
な
ざ
し
で
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
（
写
真
／
左
）

　
初
め
て
手
に
し
た
、鉈
や
の
こ

ぎ
り
で
切
っ
た
木
が
倒
れ
て
い
く

と
き
に
は
歓
声
が
あ
が
り
、体
験

の
記
念
に
と
木
の
輪
切
り
を
、う

れ
し
そ
う
に
持
っ
て
帰
っ
て
い
た

の
が
印
象
的
で
し
た
。

　
２
日
目
の
夕
食
は
、村
民
の
お

宅
を
訪
れ
、そ
の
家
庭
な
ら
で
は

の
カ
レ
ー
を
食
べ
な
が
ら
、将
来

の
夢
を
語
っ
た
り
、学
園
生
活
に

つ
い
て
話
し
た
り
と
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
夕
食
後
は
、馬
路
温
泉
前
の

河
原
で
、木
材
を
組
み
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ア
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　
炎
が
見
上
げ
る
よ
う
な
高
さ

に
な
っ
た
と
き
に
は
、子
ど
も
た

ち
か
ら
歓
声
が
あ
が
り
、興
奮

気
味
に
友
達
同
士
で
話
を
し
て

い
ま
し
た
。

　「
初
め
て
体
験
す
る
も
の
ば
か

り
で
楽
し
い
」と
い
う
声
や
、「
馬

路
村
で
し
か
体
験
で
き
な
い
こ

と
が
で
き
て
、す
ご
く
勉
強
に
な

り
ま
し
た
」と
い
う
声
な
ど
た
く

さ
ん
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
一
風
変
わ
っ
た
今
回
の
修
学

旅
行
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、彼
ら

の
思
い
出
づ
く
り
の
一
翼
を
担

う
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
平
成
２７
年
４
月
１
日
か
ら
、

高
知
県
東
部（
芸
西
村
か
ら
東

洋
町
ま
で
の
合
計
９
市
町
村
）

に
お
い
て
、『
高
知
家・ま
る
ご
と

東
部
博
』が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
東
部
地
域
の
フ
ァ
ン

や
移
住
者
の
増
加
を
目
指
し
、

産
業
振
興
や
地
域
発
展
に
つ
な

げ
、観
光
客
が「
行
っ
て
み
た

い
」「
ま
た
来
た
い
」と
思
って
も

ら
え
る
取
り
組
み
を
実
施
す

る
目
的
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
博
覧
会
の
期
間
中
、各
種
イ

ベ
ン
ト
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
、キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
や
ツ
ア
ー
も
各
市
町

村
で
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
馬
路
村
で
も
、馬
路
村
東
部

地
域
博
覧
会
推
進
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、現
在
４
イ
ベ
ン
ト

を
計
画
中
で
す
。

　
内
容
は
、①
魚
梁
瀬
地
区
で

行
う
オ
フ
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
大
会

②
や
な
漁
体
験
イ
ベ
ン
ト
③
馬

路
温
泉
周
辺
に
川
床
を
設
置

し
、山
の
幸
を
食
べ
な
が
ら
の
ビ

ア
ガ
ー
デ
ン
と
女
性
向
け
の
美

肌
体
験
ツ
ア
ー
を
盛
り
込
ん
だ

イ
ベン
ト
④
現
在
行
って
い
る
湯

け
む
り
ピ
ン
ポ
ン
大
会
を
全
国

大
会
と
し
て
開
催
予
定
で
す
。

　「
高
知
家
・
ま
る
ご
と
東
部

博
」と
馬
路
村
イ
ベ
ン
ト
を
成

功
さ
せ
る
た
め
に
、村
民
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
今
回
の
修
学
旅
行
で
ご
協
力

い
た
だ
い
た
各
事
業
所
の
皆
さ

ま
、ま
た
夕
食
の
受
け
入
れ
を

し
て
い
た
だ
い
た
村
民
の
皆
さ

ま
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

〜
馬
路
村
で
し
か
体
験
で
き
な
い
修
学
旅
行
〜

な
た

こ
　
　
　

こ
　
　
　

平
成
27
年「
高
知
家・ま
る
ご
と
東
部
博
」開
催

▲馬路中学校生徒との交流
　（馬路中学校体育館）

▲第9回　湯けむりピンポン in 馬路温泉

▲間伐体験
　（西谷林道沿い私有林）
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　役場職員の給与を公表します。給与は民間給与との比較により出された高知県人事委員会勧告に準じた内容
で条例議案がつくられ、特別職等の報酬は特別職報酬等審議会での審議を経て、いずれも村長により議会に提
出されたのち、議会の議決をもって決定されることとなっています。
　

１．職員給与費の状況（一般会計予算：平成26年度当初）

2.  職員の平均給料月額・平均給与月額および
平均年齢の状況（一般会計予算：平成26年度当初）　

6.  特別職等の報酬の状況

3.  一般行政職の級別職員数の状況（以下：平成26年4月1日現在）

5.  職員手当の状況

4.  職員の初任給の状況

区　　　分

区　　分

区　　　　　　　　　　分 状　　　　　　　　　　況

1　級 2　級 3　級 4　級 5　級 6　級

標準的な
職務内容

主事補
主　事 主　任 主　幹 係　長 主　監

課　長
支所長

職 員 数 11人 2人 7人 9人 3人 6人

構 成 比

扶　養　手　当
配偶者 13,000円

1人目　6,500円　　16～22歳の子　1人　5,000円加算

家賃　12,000円を超える場合
家賃に応じて　27,000円を限度に支給

 55,000円までは全額支給

距離に応じ　2,000円～24,500円を支給

なし

有（ ）ただし、特例措置により、勤勉手当に
ついては、加算措置を行わない

期末手当

1.20月分

1.35月分

2.55月分

勤勉手当

0.65月分

0.65月分

1.30月分

配偶者以外の扶養親族

借家の場合

交通機関等利用者

交通用具使用者

片道2km未満の者

支給期別

6月期

12月期

計

住　居　手　当

通　勤　手　当

期末・勤勉手当

28.9％ 5.3％ 18.4％ 23.7％ 7.9％ 15.8％

計

38人

100.0％

区　　　　　　　分

 ※平均給与月額とは、平均給料月額に
　 扶養手当、住居手当等の手当を加算
　 したものです。

一般行政職
大  学  卒

高  校  卒

161,900円

140,400円

初　任　給 報酬月額

696,000円

604,000円

562,000円

236,000円

190,000円

162,000円

期末手当

一　　　般　　　行　　　政　　　職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

301,097円 319,567円 39.3歳

職　員　数
１人当たり
給　与　費

5,180

給　　　　　 与　　　　　 費

給　　　料 職 員  手  当 期末・勤勉手当 計

平成26年度 38人 137,306 12,595 46,944 196,845

（単位：千円）

6月期

12月期

合　計

1.20月分

1.35月分

2.55月分

区　　　分

村　　　長

副　村　長

教　育　長

議　　　長

副　議　長

議　　　員

計

1.85月分

2.00月分

3.85月分

制度上の段階、職務の

等級による加算措置

奈良県東大寺学園 183人来村
　
平
成
26
年
５
月
26
日
か
ら
28
日
ま
で
の
３
日
間
『
馬
路

村
で
し
か
で
き
な
い
体
験
』
を
テ
ー
マ
に
、
間
伐
、
釣

り
、
流
木
ア
ー
ト
、
か
な
ば
編
み
、
曲
げ
わ
っ
ぱ
、
は
え

な
わ
漁
な
ど
を
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
体
験
し
ま
し
た
。

　
希
望
者
が
一
番
多
か
っ
た
間
伐
体
験
で
は
、
馬
路
村
森

林
組
合
や
エ
コ
ア
ス
馬
路
村
の
方
か
ら
の
説
明
に
、
真
剣

な
ま
な
ざ
し
で
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
（
写
真
／
左
）

　
初
め
て
手
に
し
た
、鉈
や
の
こ

ぎ
り
で
切
っ
た
木
が
倒
れ
て
い
く

と
き
に
は
歓
声
が
あ
が
り
、体
験

の
記
念
に
と
木
の
輪
切
り
を
、う

れ
し
そ
う
に
持
っ
て
帰
っ
て
い
た

の
が
印
象
的
で
し
た
。

　
２
日
目
の
夕
食
は
、村
民
の
お

宅
を
訪
れ
、そ
の
家
庭
な
ら
で
は

の
カ
レ
ー
を
食
べ
な
が
ら
、将
来

の
夢
を
語
っ
た
り
、学
園
生
活
に

つ
い
て
話
し
た
り
と
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
夕
食
後
は
、馬
路
温
泉
前
の

河
原
で
、木
材
を
組
み
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ア
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　
炎
が
見
上
げ
る
よ
う
な
高
さ

に
な
っ
た
と
き
に
は
、子
ど
も
た

ち
か
ら
歓
声
が
あ
が
り
、興
奮

気
味
に
友
達
同
士
で
話
を
し
て

い
ま
し
た
。

　「
初
め
て
体
験
す
る
も
の
ば
か

り
で
楽
し
い
」と
い
う
声
や
、「
馬

路
村
で
し
か
体
験
で
き
な
い
こ

と
が
で
き
て
、す
ご
く
勉
強
に
な

り
ま
し
た
」と
い
う
声
な
ど
た
く

さ
ん
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
一
風
変
わ
っ
た
今
回
の
修
学

旅
行
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、彼
ら

の
思
い
出
づ
く
り
の
一
翼
を
担

う
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
平
成
２７
年
４
月
１
日
か
ら
、

高
知
県
東
部（
芸
西
村
か
ら
東

洋
町
ま
で
の
合
計
９
市
町
村
）

に
お
い
て
、『
高
知
家・ま
る
ご
と

東
部
博
』が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
東
部
地
域
の
フ
ァ
ン

や
移
住
者
の
増
加
を
目
指
し
、

産
業
振
興
や
地
域
発
展
に
つ
な

げ
、観
光
客
が「
行
っ
て
み
た

い
」「
ま
た
来
た
い
」と
思
って
も

ら
え
る
取
り
組
み
を
実
施
す

る
目
的
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
博
覧
会
の
期
間
中
、各
種
イ

ベ
ン
ト
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
、キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
や
ツ
ア
ー
も
各
市
町

村
で
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
馬
路
村
で
も
、馬
路
村
東
部

地
域
博
覧
会
推
進
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、現
在
４
イ
ベ
ン
ト

を
計
画
中
で
す
。

　
内
容
は
、①
魚
梁
瀬
地
区
で

行
う
オ
フ
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
大
会

②
や
な
漁
体
験
イ
ベ
ン
ト
③
馬

路
温
泉
周
辺
に
川
床
を
設
置

し
、山
の
幸
を
食
べ
な
が
ら
の
ビ

ア
ガ
ー
デ
ン
と
女
性
向
け
の
美

肌
体
験
ツ
ア
ー
を
盛
り
込
ん
だ

イ
ベン
ト
④
現
在
行
って
い
る
湯

け
む
り
ピ
ン
ポ
ン
大
会
を
全
国

大
会
と
し
て
開
催
予
定
で
す
。

　「
高
知
家
・
ま
る
ご
と
東
部

博
」と
馬
路
村
イ
ベ
ン
ト
を
成

功
さ
せ
る
た
め
に
、村
民
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
今
回
の
修
学
旅
行
で
ご
協
力

い
た
だ
い
た
各
事
業
所
の
皆
さ

ま
、ま
た
夕
食
の
受
け
入
れ
を

し
て
い
た
だ
い
た
村
民
の
皆
さ

ま
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

〜
馬
路
村
で
し
か
体
験
で
き
な
い
修
学
旅
行
〜

な
た

こ
　
　
　

こ
　
　
　

平
成
27
年「
高
知
家・ま
る
ご
と
東
部
博
」開
催

▲馬路中学校生徒との交流
　（馬路中学校体育館）

▲第9回　湯けむりピンポン in 馬路温泉

▲間伐体験
　（西谷林道沿い私有林）



議
案
と
審
議
結
果

　
　
６
月
定
例
会
で
審
議
さ
れ

た
議
案
等
に
つ
い
て
は
、
す

べ
て
が
可
決
さ
れ
た
。主
な

も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

●
専
決
処
分
の
承
認
（
平
成
25

年
度
馬
路
村
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
７
号
））

　
▼
地
域
の
元
気
交
付
金
事
業

費
の
確
定

●
専
決
処
分
の
承
認
（
馬
路
村

税
条
例
の
一
部
改
正
）

●
専
決
処
分
の
承
認
（
馬
路
村

社
会
教
育
委
員
の
定
数
及
び

任
期
条
例
の
全
部
改
正
）

●
平
成
25
年
度
馬
路
村
一
般
会

計
及
び
特
別
会
計
（
２
会
計
）

の
繰
越
明
許
費
の
報
告

●
平
成
26
年
度
馬
路
村
一
般
会

計
補
正
予
算
ほ
か
特
別
会
計

補
正
予
算
３
件

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

　
▼
馬
路
診
療
所
建
築
工
事

　
相
手
方
：
㈱
晃
立

　
請
負
金
額
：
１
億
5
千
2
百

28
万
円

　
▼
馬
路
村
小
水
力
発
電
所
水

車
発
電
設
備
機
器
製
作
据
付

工
事

　
相
手
方
：
㈱
三
井
三
池
製
作

所
大
阪
支
店

　
請
負
金
額
：
9
千
7
百
20
万

円
●
議
員
派
遣
の
件

　
▼
議
員
研
修
会
へ
の
派
遣
を

決
定

6
月
定
例
会

一
般
質
問
　
一
般
質
問
に
は
、

３
氏
が
立
ち
、
次

の
と
お
り
質
問
を

行
っ
た
。

（
質
問
趣
旨
、執
行
部
答
弁
要
旨
）
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答　

教
育
長

☆
社
会
教
育
に
つ
い
て
、
学
校

教
育
以
外
の
も
の
は
、
社
会
教

育
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。

　
今
議
会
で
馬
路
村
社
会
教
育

委
員
の
定
数
及
び
任
期
条
例
の

全
部
を
改
正
し
、
委
嘱
基
準
が

明
確
に
な
っ
た
こ
と
で
、
今
ま

で
以
上
に
社
会
教
育
を
進
め
て

い
く
体
制
が
整
っ
た
と
感
じ
て

い
る
。

　
社
会
教
育
委
員
は
、
現
在
10

名
お
り
、
会
議
は
年
に
２
回
開

催
し
、
村
民
の
意
見
の
集
約
な

ど
も
行
っ
て
い
る
。

　
高
知
県
は
、
社
会
教
育
の
分

野
へ
の
取
り
組
み
が
遅
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
昨
年
度
、
社
会

教
育
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し

た
。

　
馬
路
村
の
社
会
教
育
関
係
の

事
業
は
、
県
か
ら
一
定
の
評
価

を
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
後
も

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
参
考
に
社
会

教
育
委
員
と
一
緒
に
勉
強
す
る

な
か
で
、
時
代
に
沿
っ
た
方
向

性
を
考
え
な
が
ら
馬
路
独
自
の

社
会
教
育
を
進
め
て
い
く
。

☆
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
の
運
営
は
、

婦
人
会
に
代
わ
る
団
体
が
そ
れ

ぞ
れ
役
割
を
補
い
行
っ
て
い
る
。

　
今
ま
で
婦
人
会
活
動
を
さ
れ

て
き
た
方
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
や

他
の
団
体
に
所
属
し
、
い
ろ
い

ろ
な
か
た
ち
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
で
活
動
さ
れ
大
変
忙
し
い

状
況
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え

問

　山
中
隆
議
員

　
社
会
教
育

☆
社
会
教
育
及
び
関
係
団
体
の

現
状
と
育
成
に
つ
い
て

☆
村
内
行
事
の
縮
小
や
中
止
の

原
因
は
何
で
あ
る
の
か
、
他
の

市
町
村
で
は
、
健
康
ブ
ー
ム
で

マ
ラ
ソ
ン
な
ど
の
開
催
が
増
え

て
い
る
が
今
後
の
方
向
性
に
つ

い
て
問
う
。

　
美
化
運
動

☆
先
日
の
村
内
一
斉
清
掃
で
道

や
水
路
な
ど
は
、
非
常
に
き
れ

い
に
な
っ
た
が
、
見
え
に
く
い

場
所
へ
の
不
法
投
棄
は
、
後
を

絶
た
な
い
。

　
事
業
所
に
お
い
て
は
、
資
材

な
ど
使
用
で
き
な
い
よ
う
な
物

が
煩
雑
に
置
か
れ
て
い
る
状
況

が
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
状
況

を
職
員
が
ど
こ
ま
で
把
握
で
き

て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
清
掃
活
動
だ
け
で
な

く
、
心
の
美
し
さ
、
あ
い
さ
つ

な
ど
最
近
は
薄
れ
て
い
る
と
感

じ
る
。

　
お
金
も
入
れ
、
職
員
の
資
質

も
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る

の
か
問
う
。

社
会
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、

再
度
婦
人
会
と
い
う
組
織
に
つ

い
て
協
議
し
て
み
る
こ
と
と
す

る
。

☆
諸
行
事
に
つ
い
て
、
村
の
最

大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
フ
ル
マ

ラ
ソ
ン
大
会
が
20
回
を
も
ち
終

了
し
た
。

　
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
は
長
距
離
で

あ
り
給
水
所
や
走
路
な
ど
に
多

く
の
人
員
が
必
要
と
な
る
た
め
、

人
員
の
確
保
や
安
全
な
運
営
が

困
難
と
な
っ
て
き
た
こ
と
が
フ

ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
終
了
し
た

一
番
の
理
由
と
考
え
る
。

　
体
育
関
連
の
行
事
は
、
さ
ま

ざ
ま
行
っ
て
い
る
が
、
ほ
か
に

村
民
の
方
か
ら
新
し
い
要
望
は

あ
が
っ
て
こ
な
い
。
　

　
来
年
度
に
は
、
高
知
県
東
部

地
域
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
る
の

で
村
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
幾
つ

か
提
案
し
て
お
り
、
そ
れ
が
、

採
用
さ
れ
た
ら
単
年
度
で
終
わ

ら
す
の
で
な
く
、
継
続
す
る
方

向
で
検
討
し
て
い
く
。

　
お
し
ど
り
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で

は
、
プ
レ
お
し
ど
り
部
門
を
設

け
充
実
し
た
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ

た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
新
た
な
部
分

で
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

今
あ
る
イ
ベ
ン
ト
の
充
実
を
図

る
こ
と
で
今
後
も
馬
路
村
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
く
。

答　

村
長

☆
美
化
運
動
は
、
社
会
教
育
、

生
涯
教
育
に
関
わ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
精
神
的
な
面
が
大
き
く
、

お
金
を
投
じ
た
か
ら
美
化
運
動

が
進
む
と
い
う
の
は
難
し
い
と

考
え
る
。

　
村
の
美
化
関
係
の
取
り
組
み

と
し
て
は
、
２
月
に
「
県
民
一

斉
美
化
運
動
」
が
行
わ
れ
、
各

事
業
団
体
が
主
に
行
っ
て
い
た

が
、
平
成
25
年
か
ら
は
、
約
50

名
の
村
民
の
方
に
ご
協
力
い
た

だ
い
て
い
る
。

　
６
月
に
は
、
「
全
国
環
境
月

間
」
に
あ
わ
せ
た
村
内
一
斉
清

掃
を
行
っ
て
お
り
、
本
年
度
も

多
く
の
村
民
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
大
変
感
謝
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
９
月
は
、
安
全
運
転
管
理
者

に
よ
る
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
清
掃
、

そ
し
て
10
月
は
、
「
あ
っ
た
か

高
知
、
秋
の
お
も
て
な
し
一
斉

清
掃
」
で
約
80
名
の
参
加
を
い

た
だ
い
た
。

　
魚
梁
瀬
地
区
で
も
年
に
１
回

か
ら
２
回
の
清
掃
活
動
を
行
っ

て
い
る
。

　
教
育
委
員
会
関
係
で
は
、
生

涯
学
習
活
動
事
業
で
、
朝
日
出
、

日
浦
、
相
名
地
区
に
花
木
な
ど

の
補
助
を
行
い
景
観
づ
く
り
に

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
ま
た
、
学
校
で
は
校
区
ち
り

拾
い
や
愛
校
作
業
、
人
権
の
花

運
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
村
民
の
皆
さ
ま
も
自
主
的
に

ご
み
や
缶
を
拾
っ
た
り
、
花
の

植
栽
を
行
っ
た
り
と
、
美
し
い

村
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
、
そ
の
一
生
懸
命
な

取
り
組
み
の
お
か
げ
で
「
馬
路

村
に
行
く
と
ご
み
が
落
ち
て
い

な
い
。
き
れ
い
な
村
だ
」
と
い

う
大
変
う
れ
し
い
声
も
い
た
だ

い
て
い
る
。

　
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
連

合
」
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
で
、

よ
り
美
し
い
村
づ
く
り
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
、
条
例
で
あ

る
よ
う
に
街
な
み
環
境
整
備
事

業
を
行
い
、
国
の
事
業
を
導
入

し
な
が
ら
朝
日
出
、
日
浦
、
影
、

相
名
、
ま
ず
こ
こ
ま
で
を
対
象

区
域
と
し
て
木
製
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
の
設
置
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
本
村
は
、
農
協
を
中
心
に
毎

年
全
国
か
ら
多
く
の
団
体
が
視

察
に
訪
れ
て
い
る
。
ま
た
、
近

年
、
魚
梁
瀬
森
林
鉄
道
が
脚
光

を
浴
び
、
観
光
面
で
も
交
流
人

口
が
増
加
し
て
い
る
。

　
こ
の
美
し
い
村
運
動
は
、
当

然
お
も
て
な
し
の
一
つ
で
あ
る

の
で
村
民
あ
る
い
は
み
ん
な
で

美
し
い
村
づ
く
り
に
携
わ
れ
る

よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

　
役
場
の
職
員
は
、
常
に
配
慮

が
で
き
公
平
な
立
場
で
仕
事
に

携
わ
る
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も

な
い
が
ま
ず
は
、
き
ち
ん
と
し

た
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
こ
と
、

こ
れ
に
加
え
、
上
司
へ
の
報

告
・
連
絡
・
相
談
等
も
職
員
の

　平成26年6月定例議会は、6月12日から18日までの7日間の会期で開催された。
　12日は、諸般の報告に続いて、平成25年度専決処分などの承認議案3件並びに
繰越明許費の報告3件を受けた。その後、平成26年度の補正予算案4件が提案説明
された。
　13日から16日までは、議案精査のため休会。
　17日は、3氏が一般質問の後、平成26年度補正予算案および追加された議案2件
の審議、採決を行い、全てを可決して、会期を１日繰り上げ閉会した。

資
質
向
上
の
重
要
な
要
素
と
な

っ
て
い
く
の
で
課
長
会
等
を
通

じ
職
員
に
し
っ
か
り
と
伝
え
て

い
く
。

　
現
場
や
外
へ
出
た
と
き
に
は
、

景
観
に
気
を
つ
け
る
よ
う
心
が

け
る
こ
と
も
指
導
す
る
。

　
ま
た
不
法
投
棄
は
大
変
重
た

い
罰
則
規
定
が
あ
り
、
本
村
で

は
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
に
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
事
業
所
周
辺
の
美
化
に
つ
い

て
は
、
産
業
振
興
座
談
会
の
中

で
も
協
議
を
行
い
、
十
二
分
に

注
意
を
払
っ
て
い
く
よ
う
働
き

か
け
る
。

問

　木
下
英
年
議
員

　
小
・
中
学
校
の
施
設
、
設
備

等
の
点
検
及
び
補
修

☆
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺
の
フ
ェ
ン

ス
が
破
れ
て
危
険
な
状
況
で
あ

り
早
急
な
補
修
の
対
応
に
つ
い

て☆
小
学
校
の
遊
具
な
ど
の
点
検

方
法
や
、
万
一
の
事
故
に
備
え

保
険
な
ど
は
か
け
ら
れ
て
い
る

の
か
に
つ
い
て
問
う
。

答　

教
育
長

☆
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺
の
フ
ェ
ン

ス
に
つ
い
て
は
、
学
校
へ
危
険

で
あ
る
の
で
注
意
す
る
旨
、
周

知
を
し
た
。

　
今
年
度
、
予
算
計
上
し
て
お

り
７
月
末
ま
で
に
補
修
完
成
の

予
定
で
あ
る
。

☆
遊
具
の
点
検
に
つ
い
て
は
、

学
校
の
管
理
職
で
あ
る
校
長
、

教
頭
が
定
期
的
に
点
検
し
て
い

る
。

　
専
門
業
者
に
点
検
し
て
も
ら

う
こ
と
も
必
要
で
あ
る
の
で
今

後
、
予
算
計
上
し
行
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
保
険
に
つ
い
て
は
、

日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー

の
保
険
に
加
入
し
て
お
り
児
童

生
徒
が
、
学
校
管
理
下
に
お
い

て
ケ
ガ
な
ど
が
生
じ
た
場
合
に

限
り
適
用
と
な
る
。

問

　皆
津
由
理
議
員

　
学
校
教
育
の
支
援
の
あ
り
方

☆
村
の
小
・
中
学
校
は
小
規
模

校
で
あ
り
複
式
学
級
は
避
け
ら

れ
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
先
生
方
の
指
導
力
、
実
践
力

が
重
要
と
考
え
る
が
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

☆
生
徒
数
の
減
少
に
伴
う
部
活

動
の
存
続
、
在
り
方
に
つ
い
て
、

今
後
ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
う

の
か
問
う
。

答　

教
育
長

☆
教
育
基
本
方
針
に
も
あ
る
よ

う
に
、
各
学
校
が
、
学
校
経
営

計
画
を
立
て
て
い
る
。
そ
の
中

心
と
な
る
知
識
と
心
と
体
。
そ

の
知
・
徳
・
体
の
三
つ
を
主
眼

と
し
て
全
教
員
で
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
全
国
学
力
テ

ス
ト
や
体
力
テ
ス
ト
で
も
全
国

平
均
を
超
え
る
と
い
う
結
果
と

し
て
表
れ
た
。

　
ま
た
、
毎
月
校
長
会
を
開
催

し
学
校
の
状
況
を
聞
き
な
が
ら
、

教
育
委
員
会
と
学
校
で
問
題
な

ど
が
あ
れ
ば
協
議
を
行
っ
て
お

り
、
今
後
も
継
続
し
て
い
く
。

☆
部
活
動
に
つ
い
て
は
、
生
徒

の
減
少
で
ど
の
よ
う
な
方
向
性

を
出
す
か
は
、
ま
ず
、
学
校
と

保
護
者
の
話
し
合
い
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

　
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
必

要
な
施
設
な
ど
予
算
面
で
補
助
、

支
援
し
て
い
く
。

　
中
学
校
の
部
活
動
は
、
教
育

の
一
環
で
あ
る
の
で
、
安
芸
郡

下
の
中
学
校
に
あ
る
部
活
動
を

選
択
し
、
生
徒
が
競
い
合
い
、

交
流
で
き
る
環
境
を
作
っ
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。



議
案
と
審
議
結
果

　
　
６
月
定
例
会
で
審
議
さ
れ

た
議
案
等
に
つ
い
て
は
、
す

べ
て
が
可
決
さ
れ
た
。主
な

も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

●
専
決
処
分
の
承
認
（
平
成
25

年
度
馬
路
村
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
７
号
））

　
▼
地
域
の
元
気
交
付
金
事
業

費
の
確
定

●
専
決
処
分
の
承
認
（
馬
路
村

税
条
例
の
一
部
改
正
）

●
専
決
処
分
の
承
認
（
馬
路
村

社
会
教
育
委
員
の
定
数
及
び

任
期
条
例
の
全
部
改
正
）

●
平
成
25
年
度
馬
路
村
一
般
会

計
及
び
特
別
会
計
（
２
会
計
）

の
繰
越
明
許
費
の
報
告

●
平
成
26
年
度
馬
路
村
一
般
会

計
補
正
予
算
ほ
か
特
別
会
計

補
正
予
算
３
件

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

　
▼
馬
路
診
療
所
建
築
工
事

　
相
手
方
：
㈱
晃
立

　
請
負
金
額
：
１
億
5
千
2
百

28
万
円

　
▼
馬
路
村
小
水
力
発
電
所
水

車
発
電
設
備
機
器
製
作
据
付

工
事

　
相
手
方
：
㈱
三
井
三
池
製
作

所
大
阪
支
店

　
請
負
金
額
：
9
千
7
百
20
万

円
●
議
員
派
遣
の
件

　
▼
議
員
研
修
会
へ
の
派
遣
を

決
定

6
月
定
例
会

一
般
質
問
　
一
般
質
問
に
は
、

３
氏
が
立
ち
、
次

の
と
お
り
質
問
を

行
っ
た
。

（
質
問
趣
旨
、執
行
部
答
弁
要
旨
）

広報うまじ278号 ̶̶̶̶（8広報うまじ278号 ̶̶̶̶（9　

No.137

答　

教
育
長

☆
社
会
教
育
に
つ
い
て
、
学
校

教
育
以
外
の
も
の
は
、
社
会
教

育
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。

　
今
議
会
で
馬
路
村
社
会
教
育

委
員
の
定
数
及
び
任
期
条
例
の

全
部
を
改
正
し
、
委
嘱
基
準
が

明
確
に
な
っ
た
こ
と
で
、
今
ま

で
以
上
に
社
会
教
育
を
進
め
て

い
く
体
制
が
整
っ
た
と
感
じ
て

い
る
。

　
社
会
教
育
委
員
は
、
現
在
10

名
お
り
、
会
議
は
年
に
２
回
開

催
し
、
村
民
の
意
見
の
集
約
な

ど
も
行
っ
て
い
る
。

　
高
知
県
は
、
社
会
教
育
の
分

野
へ
の
取
り
組
み
が
遅
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
昨
年
度
、
社
会

教
育
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し

た
。

　
馬
路
村
の
社
会
教
育
関
係
の

事
業
は
、
県
か
ら
一
定
の
評
価

を
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
後
も

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
参
考
に
社
会

教
育
委
員
と
一
緒
に
勉
強
す
る

な
か
で
、
時
代
に
沿
っ
た
方
向

性
を
考
え
な
が
ら
馬
路
独
自
の

社
会
教
育
を
進
め
て
い
く
。

☆
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
の
運
営
は
、

婦
人
会
に
代
わ
る
団
体
が
そ
れ

ぞ
れ
役
割
を
補
い
行
っ
て
い
る
。

　
今
ま
で
婦
人
会
活
動
を
さ
れ

て
き
た
方
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
や

他
の
団
体
に
所
属
し
、
い
ろ
い

ろ
な
か
た
ち
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
で
活
動
さ
れ
大
変
忙
し
い

状
況
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え

問

　山
中
隆
議
員

　
社
会
教
育

☆
社
会
教
育
及
び
関
係
団
体
の

現
状
と
育
成
に
つ
い
て

☆
村
内
行
事
の
縮
小
や
中
止
の

原
因
は
何
で
あ
る
の
か
、
他
の

市
町
村
で
は
、
健
康
ブ
ー
ム
で

マ
ラ
ソ
ン
な
ど
の
開
催
が
増
え

て
い
る
が
今
後
の
方
向
性
に
つ

い
て
問
う
。

　
美
化
運
動

☆
先
日
の
村
内
一
斉
清
掃
で
道

や
水
路
な
ど
は
、
非
常
に
き
れ

い
に
な
っ
た
が
、
見
え
に
く
い

場
所
へ
の
不
法
投
棄
は
、
後
を

絶
た
な
い
。

　
事
業
所
に
お
い
て
は
、
資
材

な
ど
使
用
で
き
な
い
よ
う
な
物

が
煩
雑
に
置
か
れ
て
い
る
状
況

が
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
状
況

を
職
員
が
ど
こ
ま
で
把
握
で
き

て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
清
掃
活
動
だ
け
で
な

く
、
心
の
美
し
さ
、
あ
い
さ
つ

な
ど
最
近
は
薄
れ
て
い
る
と
感

じ
る
。

　
お
金
も
入
れ
、
職
員
の
資
質

も
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る

の
か
問
う
。

社
会
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、

再
度
婦
人
会
と
い
う
組
織
に
つ

い
て
協
議
し
て
み
る
こ
と
と
す

る
。

☆
諸
行
事
に
つ
い
て
、
村
の
最

大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
フ
ル
マ

ラ
ソ
ン
大
会
が
20
回
を
も
ち
終

了
し
た
。

　
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
は
長
距
離
で

あ
り
給
水
所
や
走
路
な
ど
に
多

く
の
人
員
が
必
要
と
な
る
た
め
、

人
員
の
確
保
や
安
全
な
運
営
が

困
難
と
な
っ
て
き
た
こ
と
が
フ

ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
終
了
し
た

一
番
の
理
由
と
考
え
る
。

　
体
育
関
連
の
行
事
は
、
さ
ま

ざ
ま
行
っ
て
い
る
が
、
ほ
か
に

村
民
の
方
か
ら
新
し
い
要
望
は

あ
が
っ
て
こ
な
い
。
　

　
来
年
度
に
は
、
高
知
県
東
部

地
域
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
る
の

で
村
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
幾
つ

か
提
案
し
て
お
り
、
そ
れ
が
、

採
用
さ
れ
た
ら
単
年
度
で
終
わ

ら
す
の
で
な
く
、
継
続
す
る
方

向
で
検
討
し
て
い
く
。

　
お
し
ど
り
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で

は
、
プ
レ
お
し
ど
り
部
門
を
設

け
充
実
し
た
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ

た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
新
た
な
部
分

で
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

今
あ
る
イ
ベ
ン
ト
の
充
実
を
図

る
こ
と
で
今
後
も
馬
路
村
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
く
。

答　

村
長

☆
美
化
運
動
は
、
社
会
教
育
、

生
涯
教
育
に
関
わ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
精
神
的
な
面
が
大
き
く
、

お
金
を
投
じ
た
か
ら
美
化
運
動

が
進
む
と
い
う
の
は
難
し
い
と

考
え
る
。

　
村
の
美
化
関
係
の
取
り
組
み

と
し
て
は
、
２
月
に
「
県
民
一

斉
美
化
運
動
」
が
行
わ
れ
、
各

事
業
団
体
が
主
に
行
っ
て
い
た

が
、
平
成
25
年
か
ら
は
、
約
50

名
の
村
民
の
方
に
ご
協
力
い
た

だ
い
て
い
る
。

　
６
月
に
は
、
「
全
国
環
境
月

間
」
に
あ
わ
せ
た
村
内
一
斉
清

掃
を
行
っ
て
お
り
、
本
年
度
も

多
く
の
村
民
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
大
変
感
謝
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
９
月
は
、
安
全
運
転
管
理
者

に
よ
る
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
清
掃
、

そ
し
て
10
月
は
、
「
あ
っ
た
か

高
知
、
秋
の
お
も
て
な
し
一
斉

清
掃
」
で
約
80
名
の
参
加
を
い

た
だ
い
た
。

　
魚
梁
瀬
地
区
で
も
年
に
１
回

か
ら
２
回
の
清
掃
活
動
を
行
っ

て
い
る
。

　
教
育
委
員
会
関
係
で
は
、
生

涯
学
習
活
動
事
業
で
、
朝
日
出
、

日
浦
、
相
名
地
区
に
花
木
な
ど

の
補
助
を
行
い
景
観
づ
く
り
に

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
ま
た
、
学
校
で
は
校
区
ち
り

拾
い
や
愛
校
作
業
、
人
権
の
花

運
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
村
民
の
皆
さ
ま
も
自
主
的
に

ご
み
や
缶
を
拾
っ
た
り
、
花
の

植
栽
を
行
っ
た
り
と
、
美
し
い

村
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
、
そ
の
一
生
懸
命
な

取
り
組
み
の
お
か
げ
で
「
馬
路

村
に
行
く
と
ご
み
が
落
ち
て
い

な
い
。
き
れ
い
な
村
だ
」
と
い

う
大
変
う
れ
し
い
声
も
い
た
だ

い
て
い
る
。

　
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
連

合
」
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
で
、

よ
り
美
し
い
村
づ
く
り
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
、
条
例
で
あ

る
よ
う
に
街
な
み
環
境
整
備
事

業
を
行
い
、
国
の
事
業
を
導
入

し
な
が
ら
朝
日
出
、
日
浦
、
影
、

相
名
、
ま
ず
こ
こ
ま
で
を
対
象

区
域
と
し
て
木
製
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
の
設
置
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
本
村
は
、
農
協
を
中
心
に
毎

年
全
国
か
ら
多
く
の
団
体
が
視

察
に
訪
れ
て
い
る
。
ま
た
、
近

年
、
魚
梁
瀬
森
林
鉄
道
が
脚
光

を
浴
び
、
観
光
面
で
も
交
流
人

口
が
増
加
し
て
い
る
。

　
こ
の
美
し
い
村
運
動
は
、
当

然
お
も
て
な
し
の
一
つ
で
あ
る

の
で
村
民
あ
る
い
は
み
ん
な
で

美
し
い
村
づ
く
り
に
携
わ
れ
る

よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

　
役
場
の
職
員
は
、
常
に
配
慮

が
で
き
公
平
な
立
場
で
仕
事
に

携
わ
る
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も

な
い
が
ま
ず
は
、
き
ち
ん
と
し

た
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
こ
と
、

こ
れ
に
加
え
、
上
司
へ
の
報

告
・
連
絡
・
相
談
等
も
職
員
の

　平成26年6月定例議会は、6月12日から18日までの7日間の会期で開催された。
　12日は、諸般の報告に続いて、平成25年度専決処分などの承認議案3件並びに
繰越明許費の報告3件を受けた。その後、平成26年度の補正予算案4件が提案説明
された。
　13日から16日までは、議案精査のため休会。
　17日は、3氏が一般質問の後、平成26年度補正予算案および追加された議案2件
の審議、採決を行い、全てを可決して、会期を１日繰り上げ閉会した。

資
質
向
上
の
重
要
な
要
素
と
な

っ
て
い
く
の
で
課
長
会
等
を
通

じ
職
員
に
し
っ
か
り
と
伝
え
て

い
く
。

　
現
場
や
外
へ
出
た
と
き
に
は
、

景
観
に
気
を
つ
け
る
よ
う
心
が

け
る
こ
と
も
指
導
す
る
。

　
ま
た
不
法
投
棄
は
大
変
重
た

い
罰
則
規
定
が
あ
り
、
本
村
で

は
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
に
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
事
業
所
周
辺
の
美
化
に
つ
い

て
は
、
産
業
振
興
座
談
会
の
中

で
も
協
議
を
行
い
、
十
二
分
に

注
意
を
払
っ
て
い
く
よ
う
働
き

か
け
る
。

問

　木
下
英
年
議
員

　
小
・
中
学
校
の
施
設
、
設
備

等
の
点
検
及
び
補
修

☆
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺
の
フ
ェ
ン

ス
が
破
れ
て
危
険
な
状
況
で
あ

り
早
急
な
補
修
の
対
応
に
つ
い

て☆
小
学
校
の
遊
具
な
ど
の
点
検

方
法
や
、
万
一
の
事
故
に
備
え

保
険
な
ど
は
か
け
ら
れ
て
い
る

の
か
に
つ
い
て
問
う
。

答　

教
育
長

☆
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺
の
フ
ェ
ン

ス
に
つ
い
て
は
、
学
校
へ
危
険

で
あ
る
の
で
注
意
す
る
旨
、
周

知
を
し
た
。

　
今
年
度
、
予
算
計
上
し
て
お

り
７
月
末
ま
で
に
補
修
完
成
の

予
定
で
あ
る
。

☆
遊
具
の
点
検
に
つ
い
て
は
、

学
校
の
管
理
職
で
あ
る
校
長
、

教
頭
が
定
期
的
に
点
検
し
て
い

る
。

　
専
門
業
者
に
点
検
し
て
も
ら

う
こ
と
も
必
要
で
あ
る
の
で
今

後
、
予
算
計
上
し
行
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
保
険
に
つ
い
て
は
、

日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー

の
保
険
に
加
入
し
て
お
り
児
童

生
徒
が
、
学
校
管
理
下
に
お
い

て
ケ
ガ
な
ど
が
生
じ
た
場
合
に

限
り
適
用
と
な
る
。

問

　皆
津
由
理
議
員

　
学
校
教
育
の
支
援
の
あ
り
方

☆
村
の
小
・
中
学
校
は
小
規
模

校
で
あ
り
複
式
学
級
は
避
け
ら

れ
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
先
生
方
の
指
導
力
、
実
践
力

が
重
要
と
考
え
る
が
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

☆
生
徒
数
の
減
少
に
伴
う
部
活

動
の
存
続
、
在
り
方
に
つ
い
て
、

今
後
ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
う

の
か
問
う
。

答　

教
育
長

☆
教
育
基
本
方
針
に
も
あ
る
よ

う
に
、
各
学
校
が
、
学
校
経
営

計
画
を
立
て
て
い
る
。
そ
の
中

心
と
な
る
知
識
と
心
と
体
。
そ

の
知
・
徳
・
体
の
三
つ
を
主
眼

と
し
て
全
教
員
で
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
全
国
学
力
テ

ス
ト
や
体
力
テ
ス
ト
で
も
全
国

平
均
を
超
え
る
と
い
う
結
果
と

し
て
表
れ
た
。

　
ま
た
、
毎
月
校
長
会
を
開
催

し
学
校
の
状
況
を
聞
き
な
が
ら
、

教
育
委
員
会
と
学
校
で
問
題
な

ど
が
あ
れ
ば
協
議
を
行
っ
て
お

り
、
今
後
も
継
続
し
て
い
く
。

☆
部
活
動
に
つ
い
て
は
、
生
徒

の
減
少
で
ど
の
よ
う
な
方
向
性

を
出
す
か
は
、
ま
ず
、
学
校
と

保
護
者
の
話
し
合
い
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

　
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
必

要
な
施
設
な
ど
予
算
面
で
補
助
、

支
援
し
て
い
く
。

　
中
学
校
の
部
活
動
は
、
教
育

の
一
環
で
あ
る
の
で
、
安
芸
郡

下
の
中
学
校
に
あ
る
部
活
動
を

選
択
し
、
生
徒
が
競
い
合
い
、

交
流
で
き
る
環
境
を
作
っ
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。



仮面高血圧 高血圧

正常血圧 白衣高血圧

外来血圧では正常なのに、
家庭で測ると高血圧になる

家庭血圧が135㎜Hｇ以上
外来血圧も140㎜Hｇ以上

外来血圧が高い人の
約3分の1は
高血圧予備群といわれる

135

140 高い

家
庭
血
圧

外来血圧参考資料：日本高血圧学会『高血圧治療ガイドライン2009』

血圧値の分類（血圧値の単位はすべて㎜Hｇ）

低い
（㎜Hｇ）

高い

分類
至適血圧
正常血圧
正常高値血圧

収縮期血圧
120未満
130未満
130～139
140～159
160～179
180以上
140以上

かつ

かつ

または

または

または

または

かつ

拡張期血圧
80未満
85未満
85～89
90～99
100～109
110以上
90未満

Ⅰ度
Ⅱ度
Ⅲ度

（孤立性）収縮期高血圧

高
血
圧

 役場健康福祉課の窓口で、
お渡ししています。

▲魚梁瀬小学校のプール
　汚れが簡単に落ちています！！

 

 

環
境
コ
ラ
ム
２

日
本
で
最
も
美
し
い
村
へ

無料
サンプル

　
今
回
は
水
の
浄
化
作
用
が
あ
る
『
え
ひ
め

Ａ
Ｉ
』
を
活
用
し
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
え
ひ
め
Ａ
Ｉ
と
は
納
豆
や
イ
ー
ス
ト
菌
な

ど
を
原
料
と
し
て
作
ら
れ
る
環
境
浄
化
液
の

一
つ
で
、
散
布
す
る
こ
と
に
よ
り
水
中
の
汚

れ
の
分
解
や
消
臭
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
水
中
に
潜
ん
で
い
る
微
生
物
が

え
ひ
め
Ａ
Ｉ
を
え
さ
と
し
て
活
性
化
し
、
汚

れ
や
臭
い
の
元
と
な
る
物
質
の
分
解
を
促
進

す
る
か
ら
で
す
。

　
微
生
物
を
利
用
し
た
浄
化
の
た
め
、
科
学

的
に
作
ら
れ
た
合
成
洗
剤
と
違
い
、
川
を
汚

染
す
る
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
工
業
排
水
や
生
活
排
水
に
よ
る
瀬
戸
内
海

の
水
質
汚
染
の
改
善
を
目
的
と
し
て
愛
媛
県

庁
で
開
発
さ
れ
、
そ
の
効
果
か
ら
全
国
各
地

で
の
利
用
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
馬
路
村
で
は
、
馬
路
村
農
業
協
同
組
合
の

ゆ
ず
堆
肥
場
で
消
臭
剤
と
し
て
、
ま
た
魚
梁

瀬
小
学
校
で
は
プ
ー
ル
掃
除
に
利
用
し
て
い

ま
す
。

　
今
年
は
、
魚
梁
瀬
小
学
校
３
〜
５
年
生
の

児
童
４
人
が
実
際
に
自
分
た
ち
で
え
ひ
め
Ａ

Ｉ
を
作
り
、
プ
ー
ル
に
散
布
し
ま
し
た
。

　
汚
れ
が
分
解
さ
れ
て
い
る
た
め
、
デ
ッ
キ

ブ
ラ
シ
で
軽
く
磨
く
だ
け
で
簡
単
に
汚
れ
が

落
ち
、
児
童
や
先
生
た
ち
に
好
評
で
し
た
。

　
合
成
洗
剤
の
使
用
量
の
削
減
に
な
る
な

ど
、
河
川
へ
の
環
境
負
荷
の
低
減
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　
紹
介
し
た
以
外
に
も
、
ご
家
庭
の
ト
イ
レ

の
臭
い
取
り
や
お
風
呂
の
湯
垢
落
と
し
、
変

わ
っ
た
使
い
方
で
は
入
浴
剤
と
し
て
も
使
用

で
き
ま
す
。

　
快
適
な
生
活
を
送
る
う
え
で
、
環
境
に
優

し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
つ
な
が
る
『
え
ひ

め
Ａ
Ｉ
』
を
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
手
に
と

っ
て
効
果
を
実
感
し
て
く
だ
さ
い
。

水の浄化作用『 えひめAI』

馬路村診療所通信

～Dr.上田のちょっとX２～
ちょっと

広報うまじ278号 ̶̶̶̶（10広報うまじ278号 ̶̶̶̶（11

馬 路 村 俳 壇

初
蝉
の
声
を
た
し
か
に
山
登
る

植
え
替
え
し
ゆ
ず
苗
夏
の
鹿
来
た
る

 

山
﨑
喜
久
子

新
生
姜
土
佐
の
香
り
を
運
び
来
ぬ

機
織
り
の
修
業
中
な
り
茗
荷
の
子

 

松
浦

　陽
子

樟
脳
の
香
り
を
ま
と
ひ
初
浴
衣

よ
さ
こ
い
の
為
に
肩
ま
で
髪
伸
ば
す

 

中
村

　
　朔

配
達
の
多
き
日
な
り
し
梅
雨
の
坂

草
を
刈
る
缶
の
投
げ
す
て
恥
か
し
き

 

宮
﨑
さ
く
ら

ま
い
日
の
食
事
に
の
ぼ
る
プ
チ
ト
マ
ト

蝉
声
の
高
く
な
り
く
る
並
木
道

 

福
島
菜
々
実

茣
蓙
あ
と
の
し
ば
ら
く
消
え
ぬ
昼
寝
か
な

西
日
さ
す
ト
ロ
ッ
コ
列
車
の
デ
ッ
キ
か
な

 久
武

　典
江

ラ
ン
ド
セ
ル
お
ろ
し
木
蔭
の
一
年
生

犬
暑
し
舌
の
長
さ
を
い
っ
ぱ
い
に

 

矢
野
し
げ
を

土
佐
沖
を
通
る
時
化
な
り
青
み
か
ん

野
分
立
ち
湖
を
二
つ
に
分
け
行
け
り

 

氏
原

　
　淑

血
の
色
の
み
な
ぎ
る
鶏
冠
梅
雨
明
け
る

駅
裏
の
鳩
七
月
の
声
で
鳴
く

 

池

　
　蘭
子

家
々
は
寝
ね
ぬ
大
き
な
梅
雨
月
夜

初
蝉
の
ひ
び
き
天
地
の
間
合
よ
り

 

東
谷

　晴
男

〜 

微
生
物
の
力
で
水
を
き
れ
い
に
！
　
え
ひ
め
Ａ
Ｉ
の
取
り
組
み 

〜

ア
イ

は
た  

お

う
み

と
さ
か

　暑い日が続きますが、皆さんいかがお過ごしですか？
　先日健康づくり教室で「高血圧」についてお話させていただき
ましたが、高知県は高血圧の患者さんが多く、脳・心血管疾患が
たいへん多くなっています。
　数回に分けて、高血圧についてお話したいと思います。

高血圧とは
　収縮期血圧140mmHg以上または拡張期血
圧が90mmHg以上に保たれた状態です。
　高血圧だけで症状が出ることは少ないです
が、血圧が高い状態が続くと脳血管疾患（脳
梗塞、脳出血など）、心臓病（心筋梗塞な
ど）を発症しやすくなります。例えば血圧が
140－179mmHgくらいの方は正常の方と比べ
て脳卒中を３倍起こしやすいとされていま
す。ちなみに180mmHg以上の方は８倍起こ
しやすくなります。

高血圧を診断するには
　家庭での血圧測定をお勧めします。
　診療所や病院で測定した場合、緊張したり
して血圧が上がることがあります。これを
「白衣高血圧｣と言います。また、逆に家庭
での血圧が高く、診療所や病院に来ると血圧
が下がる「仮面高血圧」があります。白衣高
血圧は問題となりませんが、仮面高血圧は正
常血圧の方と比較して３倍、心臓病や脳卒中
になると言われており治療の対象となりま
す。血圧計は以前と比べると、簡単で安価に
なってきていますので一家に一台血圧計を購
入してみてはいかがでしょうか？

血圧の測り方について
　朝晩２回ずつ、１日に計４回測定すること
が良いとされています。
　なぜ朝晩計ったほうが良いのか？正常では
朝方の血圧は夕方の血圧より高くなります。
しかし、高血圧の中には夕方に血圧が下がら
ないnon-dipper型、夕方の方が高いriser型と
言われる血圧の型があり、正常と比較して２
倍脳血管疾患にかかりやすいと言われていま
す。日々お忙しいと思いますが、１週間だけ
でも血圧を朝晩測定してみませんか？

○今回のまとめ○
　これまでお話してきたように高血圧にはい
ろいろと種類があります。大きな病気にかか
る前に、まずは家庭で血圧を測ってみましょ
う。健診で高血圧を指摘された方は積極的に
測定をお勧めします。家庭での血圧が140/90
mmHg以上の方は診療所にぜひご相談ください。

一
家
に
一
台
　
血
圧
計

ノン    ディッパー ライザー



仮面高血圧 高血圧

正常血圧 白衣高血圧

外来血圧では正常なのに、
家庭で測ると高血圧になる

家庭血圧が135㎜Hｇ以上
外来血圧も140㎜Hｇ以上

外来血圧が高い人の
約3分の1は
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140 高い

家
庭
血
圧
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心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
工
業
排
水
や
生
活
排
水
に
よ
る
瀬
戸
内
海

の
水
質
汚
染
の
改
善
を
目
的
と
し
て
愛
媛
県

庁
で
開
発
さ
れ
、
そ
の
効
果
か
ら
全
国
各
地

で
の
利
用
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
馬
路
村
で
は
、
馬
路
村
農
業
協
同
組
合
の

ゆ
ず
堆
肥
場
で
消
臭
剤
と
し
て
、
ま
た
魚
梁

瀬
小
学
校
で
は
プ
ー
ル
掃
除
に
利
用
し
て
い

ま
す
。

　
今
年
は
、
魚
梁
瀬
小
学
校
３
〜
５
年
生
の

児
童
４
人
が
実
際
に
自
分
た
ち
で
え
ひ
め
Ａ

Ｉ
を
作
り
、
プ
ー
ル
に
散
布
し
ま
し
た
。

　
汚
れ
が
分
解
さ
れ
て
い
る
た
め
、
デ
ッ
キ

ブ
ラ
シ
で
軽
く
磨
く
だ
け
で
簡
単
に
汚
れ
が

落
ち
、
児
童
や
先
生
た
ち
に
好
評
で
し
た
。

　
合
成
洗
剤
の
使
用
量
の
削
減
に
な
る
な

ど
、
河
川
へ
の
環
境
負
荷
の
低
減
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　
紹
介
し
た
以
外
に
も
、
ご
家
庭
の
ト
イ
レ

の
臭
い
取
り
や
お
風
呂
の
湯
垢
落
と
し
、
変

わ
っ
た
使
い
方
で
は
入
浴
剤
と
し
て
も
使
用

で
き
ま
す
。

　
快
適
な
生
活
を
送
る
う
え
で
、
環
境
に
優

し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
つ
な
が
る
『
え
ひ

め
Ａ
Ｉ
』
を
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
手
に
と

っ
て
効
果
を
実
感
し
て
く
だ
さ
い
。

水の浄化作用『 えひめAI』

馬路村診療所通信

～Dr.上田のちょっとX２～
ちょっと
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馬 路 村 俳 壇

初
蝉
の
声
を
た
し
か
に
山
登
る

植
え
替
え
し
ゆ
ず
苗
夏
の
鹿
来
た
る

 

山
﨑
喜
久
子

新
生
姜
土
佐
の
香
り
を
運
び
来
ぬ

機
織
り
の
修
業
中
な
り
茗
荷
の
子

 

松
浦

　陽
子

樟
脳
の
香
り
を
ま
と
ひ
初
浴
衣

よ
さ
こ
い
の
為
に
肩
ま
で
髪
伸
ば
す

 

中
村

　
　朔

配
達
の
多
き
日
な
り
し
梅
雨
の
坂

草
を
刈
る
缶
の
投
げ
す
て
恥
か
し
き

 

宮
﨑
さ
く
ら

ま
い
日
の
食
事
に
の
ぼ
る
プ
チ
ト
マ
ト

蝉
声
の
高
く
な
り
く
る
並
木
道

 

福
島
菜
々
実

茣
蓙
あ
と
の
し
ば
ら
く
消
え
ぬ
昼
寝
か
な

西
日
さ
す
ト
ロ
ッ
コ
列
車
の
デ
ッ
キ
か
な

 久
武

　典
江

ラ
ン
ド
セ
ル
お
ろ
し
木
蔭
の
一
年
生

犬
暑
し
舌
の
長
さ
を
い
っ
ぱ
い
に

 

矢
野
し
げ
を

土
佐
沖
を
通
る
時
化
な
り
青
み
か
ん

野
分
立
ち
湖
を
二
つ
に
分
け
行
け
り

 

氏
原

　
　淑

血
の
色
の
み
な
ぎ
る
鶏
冠
梅
雨
明
け
る

駅
裏
の
鳩
七
月
の
声
で
鳴
く

 

池

　
　蘭
子

家
々
は
寝
ね
ぬ
大
き
な
梅
雨
月
夜

初
蝉
の
ひ
び
き
天
地
の
間
合
よ
り

 

東
谷

　晴
男

〜 
微
生
物
の
力
で
水
を
き
れ
い
に
！
　
え
ひ
め
Ａ
Ｉ
の
取
り
組
み 

〜

ア
イ

は
た  

お

う
み

と
さ
か

　暑い日が続きますが、皆さんいかがお過ごしですか？
　先日健康づくり教室で「高血圧」についてお話させていただき
ましたが、高知県は高血圧の患者さんが多く、脳・心血管疾患が
たいへん多くなっています。
　数回に分けて、高血圧についてお話したいと思います。

高血圧とは
　収縮期血圧140mmHg以上または拡張期血
圧が90mmHg以上に保たれた状態です。
　高血圧だけで症状が出ることは少ないです
が、血圧が高い状態が続くと脳血管疾患（脳
梗塞、脳出血など）、心臓病（心筋梗塞な
ど）を発症しやすくなります。例えば血圧が
140－179mmHgくらいの方は正常の方と比べ
て脳卒中を３倍起こしやすいとされていま
す。ちなみに180mmHg以上の方は８倍起こ
しやすくなります。

高血圧を診断するには
　家庭での血圧測定をお勧めします。
　診療所や病院で測定した場合、緊張したり
して血圧が上がることがあります。これを
「白衣高血圧｣と言います。また、逆に家庭
での血圧が高く、診療所や病院に来ると血圧
が下がる「仮面高血圧」があります。白衣高
血圧は問題となりませんが、仮面高血圧は正
常血圧の方と比較して３倍、心臓病や脳卒中
になると言われており治療の対象となりま
す。血圧計は以前と比べると、簡単で安価に
なってきていますので一家に一台血圧計を購
入してみてはいかがでしょうか？

血圧の測り方について
　朝晩２回ずつ、１日に計４回測定すること
が良いとされています。
　なぜ朝晩計ったほうが良いのか？正常では
朝方の血圧は夕方の血圧より高くなります。
しかし、高血圧の中には夕方に血圧が下がら
ないnon-dipper型、夕方の方が高いriser型と
言われる血圧の型があり、正常と比較して２
倍脳血管疾患にかかりやすいと言われていま
す。日々お忙しいと思いますが、１週間だけ
でも血圧を朝晩測定してみませんか？

○今回のまとめ○
　これまでお話してきたように高血圧にはい
ろいろと種類があります。大きな病気にかか
る前に、まずは家庭で血圧を測ってみましょ
う。健診で高血圧を指摘された方は積極的に
測定をお勧めします。家庭での血圧が140/90
mmHg以上の方は診療所にぜひご相談ください。

一
家
に
一
台
　
血
圧
計

ノン    ディッパー ライザー



国際交流員：ショーン・マクドナルド
（ニュージーランド・ウェリントン出身）

改田　千秋くん（日浦）

パ
パ
・
マ
マ
と
い
っ
し
ょ

赤
ち
ゃ
ん
万
歳

平成25年10月31日生

（保護者 改田 信二さん・直子さん）

　
こ
ん
に
ち
は
、
改
田
　
千
秋
で
す
。

　
生
ま
れ
て
か
ら
９
カ
月
に
な
り
ま
す
。

　
い
つ
も
、
お
昼
過
ぎ
に
、
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
岩
城
組
の
事
務
所
に

出
勤
し
て
い
ま
す
。

　
夕
方
は
、
お
父
さ
ん
に
散
歩
へ
連
れ
て
い
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

　
ま
ん
ま
る
の
お
顔
と
お
ち
ょ
ぼ
口
が
特
徴
で
す
。

　
見
か
け
た
ら
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ね
。
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（
影
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身
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東
京
都

  

甫
木

　隼
貴
さ
ん

み
ん
な
に
Ｐ
Ｒ

し
た
い

馬
路
村

　
馬
路
村
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！

　
今
年
も
暑
い
暑
い
夏
が
や
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　
私
は
東
京
農
業
大
学
の
大
学
院
を
卒
業

後
、
Ｏ
Ａ
機
器
商
社
の
営
業
マ
ン
２
年
目
と

し
て
、
都
会
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ジ
ャ
ン
グ
ル

を
飛
ん
だ
り
跳
ね
た
り
走
っ
た
り
と
相
変
わ

ら
ず
騒
々
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
東
京
に
出
て
、
今
年
で
８
年
目
に
な
り
ま

す
が
、
上
京
し
た
当
初
は
シ
ョ
ッ
ク
の
連
続

で
し
た
。

　
人
や
電
車
の
混
み
具
合
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
一
番
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
の
は
出
会
う
人

た
ち
の
ほ
と
ん
ど
が
馬
路
村
を
知
ら
な
か
っ

た
こ
と
で
す
。

　
ご
っ
く
ん
と
言
っ
て
通
じ
な
い
友
人
た

ち
、
馬
路
村
と
書
い
て
『
バ
ジ
ソ
ン
』
と
読

む
教
授
、
東
京
っ
て
な
ん
て
恐
ろ
し
い
と
こ

ろ
な
ん
だ
ろ
う
と
当
時
は
思
い
ま
し
た
。
そ

れ
と
同
時
に
な
ん
だ
か
す
ご
く
悔
し
か
っ
た

私
は
大
好
き
な
馬
路
村
を
み
ん
な
に
も
っ
と

知
っ
て
ほ
し
い
、
一
度
で
い
い
か
ら
馬
路
村

の
ユ
ズ
製
品
を
使
っ
て
み
て
ほ
し
い
、
そ
の

一
心
か
ら
馬
路
村
の
Ｐ
Ｒ
大
使
（
自
称
）
に

な
る
決
心
を
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
地
道
に
知
り
合
っ
た
人
た
ち
に

ユ
ズ
製
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
り
、
馬
路
村

へ
の
旅
行
を
企
画
し
た
り
す
る
こ
と
で
、「
馬

路
の
ゆ
ず
ぽ
ん
酢
って
お
い
し
い
ね
！
」、「
旅
行

楽
し
か
っ
た
！
ま
た
行
き
た
い
！
」
と
言
っ

ち あ き

じ
ゅ
ん
き

て
く
れ
る
声
が
少
し
ず
つ
増
え
て
い
き
ま
し

た
。

　
こ
う
し
た
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
え
て
い
く
こ

と
で
、
馬
路
好
き
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
の

を
実
感
で
き
る
と
な
ん
だ
か
嬉
し
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　
社
会
人
に
な
っ
た
今
で
も
会
社
の
営
業
で

い
ろ
い
ろ
な
企
業
に
訪
問
し
て
は
、
仲
良
く

な
っ
た
お
客
さ
ん
に
ユ
ズ
製
品
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　
今
で
は
私
に
関
わ
る
人
間
で
、
馬
路
村
を

知
ら
な
い
人
は
1
人
も
い
ま
せ
ん
！

　
こ
れ
か
ら
も
東
京
に
お
け
る
情
報
発
信
源

と
し
て
、
ど
ん
ど
ん
馬
路
村
パ
ワ
ー
を
広
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
！
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ショーンタイムショーンタイム

皆さん、こんにちは。夏がやってきましたね！

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　ウェリントンは、温度が25度以上になると必
ずテレビニュースや新聞などのマスコミに取り
上げられるほど、1年中涼しいので、日本の夏
はとても厳しいです。でも、私は大好きなスイ
カで水分を補給しながら楽しい日々を過ごして
います。

　ちなみに、８月は、私にとって特別な日があ
ります。８月７日で馬路村に来てから1年が経
ち、この日が馬路村と出会った記念日になりま
した。長いようで短かった1年でした！

　それで、今回は、あっという間に過ぎた社会
人としての1年間を振り返り、私が馬路村に来
て素晴らしいと思ったことや、感謝しているこ
となどを紹介したいと思います。

　まずは、もちろんお世話になった村民の皆さ
まです。保育所で一緒に英語を楽しく勉強する
園児から、あったかサロンでいろいろな興味深
い話を聞かせてくださる方まで、温かく歓迎し
てくださいました。来日する前、いろいろと不
安でしたが、言葉で伝えきれないぐらい本当に
感謝しています！
　特に、忘れられないのは、おいしい野菜や果
物をたくさん頂いたことです。こんな平地の少
ない山の中でユズは言うまでもなく、スイカ、
キュウリ、ジャガイモ、ゴーヤ、ピーマン、ビ
ワ、スモモなども収穫できるのはすてきだと思
うし、いつもお裾分けしていただいてとてもう
れしいです。
　おかげさまで馬路村へ来てからは、栄養のバ
ランスが大変良くなった気がします！

　地元のウェリントンと比較したら、馬路村は
特産品が多くて素晴らしいと思います。一方、
ニュージーランドは特産品というものがあまり
なく、お土産の文化も日本と全然違います。
　それに馬路村と言えば、特産品のモナッカの
かばんやおいしいアユなどで知られています
が、ウェリントンは緑豊かな海沿いの丘陵地帯
で強い風が吹く街並みで知られています。

　俗に言う、私は都会育ち（シティーボーイ）！！
なので、田舎（馬路村）の生活で不思議に思っ
たことは多くあります。それと、このような自
然に囲まれた場所で暮らすのは初めてで、いま
だに感動することがいっぱいあります。

　雲がないときにきれいに輝く星空や、青く澄
んだ安田川、馬路村は本当に美しいと感じるこ
とがいっぱいですね。また、春に周りの山から
漂ってきた黄色の霧が、最初は花粉だと分から
なくて、花粉症になるまでは、その光景がきれ
いだと思っていました！
　だって私は、シティーボーイですから♥
　それに、ヘビが1匹もいないニュージーラン
ドから来たので、野生のヘビの存在がとても不
思議です。車にはねられたヘビを見かけては、
改めて不思議だなあと思ってしまいます。
　あと、ニュージーランドには蛍もいないの
で、６月のある夜、相名地区を散歩していた
ら、かすかに光っていた蛍を初めて見て、すご
く感動しました。
　タヌキももちろんいなかったので、散歩の際
などで見かけたら驚きますが、日本にいるんだ
ということを実感するので、タヌキの存在もす
てきです。

　まだまだ馬路村でお世話になります
ので、これからも村民の皆さまに支え
ていただきながら、頑張っていきたい
です。

ス
イ
カ
、

大
好
き
♥
♥

100㎞マラソンや24時間リレーマラソ
ンなどにチャレンジしています。

（写真左）
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路
村

へ
の
旅
行
を
企
画
し
た
り
す
る
こ
と
で
、「
馬

路
の
ゆ
ず
ぽ
ん
酢
って
お
い
し
い
ね
！
」、「
旅
行

楽
し
か
っ
た
！
ま
た
行
き
た
い
！
」
と
言
っ

ち あ き

じ
ゅ
ん
き

て
く
れ
る
声
が
少
し
ず
つ
増
え
て
い
き
ま
し

た
。

　
こ
う
し
た
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
え
て
い
く
こ

と
で
、
馬
路
好
き
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
の

を
実
感
で
き
る
と
な
ん
だ
か
嬉
し
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　
社
会
人
に
な
っ
た
今
で
も
会
社
の
営
業
で

い
ろ
い
ろ
な
企
業
に
訪
問
し
て
は
、
仲
良
く

な
っ
た
お
客
さ
ん
に
ユ
ズ
製
品
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　
今
で
は
私
に
関
わ
る
人
間
で
、
馬
路
村
を

知
ら
な
い
人
は
1
人
も
い
ま
せ
ん
！

　
こ
れ
か
ら
も
東
京
に
お
け
る
情
報
発
信
源

と
し
て
、
ど
ん
ど
ん
馬
路
村
パ
ワ
ー
を
広
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
！

広報うまじ278号 ̶̶̶̶（12広報うまじ278号 ̶̶̶̶（13

ショーンタイムショーンタイム

皆さん、こんにちは。夏がやってきましたね！

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　ウェリントンは、温度が25度以上になると必
ずテレビニュースや新聞などのマスコミに取り
上げられるほど、1年中涼しいので、日本の夏
はとても厳しいです。でも、私は大好きなスイ
カで水分を補給しながら楽しい日々を過ごして
います。

　ちなみに、８月は、私にとって特別な日があ
ります。８月７日で馬路村に来てから1年が経
ち、この日が馬路村と出会った記念日になりま
した。長いようで短かった1年でした！

　それで、今回は、あっという間に過ぎた社会
人としての1年間を振り返り、私が馬路村に来
て素晴らしいと思ったことや、感謝しているこ
となどを紹介したいと思います。

　まずは、もちろんお世話になった村民の皆さ
まです。保育所で一緒に英語を楽しく勉強する
園児から、あったかサロンでいろいろな興味深
い話を聞かせてくださる方まで、温かく歓迎し
てくださいました。来日する前、いろいろと不
安でしたが、言葉で伝えきれないぐらい本当に
感謝しています！
　特に、忘れられないのは、おいしい野菜や果
物をたくさん頂いたことです。こんな平地の少
ない山の中でユズは言うまでもなく、スイカ、
キュウリ、ジャガイモ、ゴーヤ、ピーマン、ビ
ワ、スモモなども収穫できるのはすてきだと思
うし、いつもお裾分けしていただいてとてもう
れしいです。
　おかげさまで馬路村へ来てからは、栄養のバ
ランスが大変良くなった気がします！

　地元のウェリントンと比較したら、馬路村は
特産品が多くて素晴らしいと思います。一方、
ニュージーランドは特産品というものがあまり
なく、お土産の文化も日本と全然違います。
　それに馬路村と言えば、特産品のモナッカの
かばんやおいしいアユなどで知られています
が、ウェリントンは緑豊かな海沿いの丘陵地帯
で強い風が吹く街並みで知られています。

　俗に言う、私は都会育ち（シティーボーイ）！！
なので、田舎（馬路村）の生活で不思議に思っ
たことは多くあります。それと、このような自
然に囲まれた場所で暮らすのは初めてで、いま
だに感動することがいっぱいあります。

　雲がないときにきれいに輝く星空や、青く澄
んだ安田川、馬路村は本当に美しいと感じるこ
とがいっぱいですね。また、春に周りの山から
漂ってきた黄色の霧が、最初は花粉だと分から
なくて、花粉症になるまでは、その光景がきれ
いだと思っていました！
　だって私は、シティーボーイですから♥
　それに、ヘビが1匹もいないニュージーラン
ドから来たので、野生のヘビの存在がとても不
思議です。車にはねられたヘビを見かけては、
改めて不思議だなあと思ってしまいます。
　あと、ニュージーランドには蛍もいないの
で、６月のある夜、相名地区を散歩していた
ら、かすかに光っていた蛍を初めて見て、すご
く感動しました。
　タヌキももちろんいなかったので、散歩の際
などで見かけたら驚きますが、日本にいるんだ
ということを実感するので、タヌキの存在もす
てきです。

　まだまだ馬路村でお世話になります
ので、これからも村民の皆さまに支え
ていただきながら、頑張っていきたい
です。

ス
イ
カ
、

大
好
き
♥
♥

100㎞マラソンや24時間リレーマラソ
ンなどにチャレンジしています。

（写真左）
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募集種目 資格 受付期間 試験日

航 空 学 生

一般曹候補生

防衛医科大学校
医 学 科 学 生
防衛医科大学校
看護学科学生
（自衛官コース）

自衛官候補生

防衛大学校

男子
女子
推薦
総合選抜
一般前期

一般後期

高卒（見込み）
21歳未満の者

18 歳 以 上
27歳未満の者

高卒（見込み）
21歳未満の者

高卒（見込み）
21歳未満の者

高卒（見込み）
21歳未満の者

8月1日～9月9日

8月1日～9月9日
8月1日～9月15日
8月1日～9月9日
9月5日～9月9日
9月5日～9月9日
9月5日～9月30日
平成27年1月21日
　　　～1月30日

9月5日～9月30日

9月5日～9月30日

1次　9月23日

1次　9月19・20日 （いずれか１日）
9月16日

9月25～29日（いずれか１日）
9月28･29日
1次  9月28日
1次 11月8・9日

1次 平成27年2月28日

1次  11月1･2日

1次  10月18日

メス猫の不妊手術費を助成します

　猫の不必要な繁殖を抑え、殺処分を余儀なくされる
不幸な猫をなくすために、メス猫の不妊手術費用の一
部を助成します。

負 担 額 飼い猫　6,000円
 飼い主のいない猫　10,000円

募集期間 平成２６年７月１日(火)～
 予算がなくなり次第終了

申請方法 申請書に必要事項を記入の上、安芸福祉保
健所に本人確認ができる書面と一緒に持参
してください。

 なお、申請書は役場に準備しています。

お問い合わせ先　馬路村役場健康福祉課
   ☎（8）44－2112

森林環境税について

　個人県民税（均等割年額）には、森林環
境税５００円が含まれています。
　森林環境税は、「森林環境の保全」のた
めの事業や「県民参加の森づくり」を進め
るための事業等に活用されます。

■税に関するお問い合わせ先：
　高知県総務部税務課
　☎088－823－9308

■使途に関するお問い合わせ先：
　高知林業振興・環境部林業環境政策課
　☎088－821－4586

来春、大学・高校・専門学校を卒業の皆様へ
平成２６年度『自衛官募集』案内

広報うまじ278号 ̶̶̶̶（16広報うまじ278号 ̶̶̶̶（17

７５６人、
１８７人、

３４７世帯
９７世帯

お知 ら せお知ら せ

馬　路
魚梁瀬
　（外国人含む）

人　　口
月中異動

月末現在
人口合計出生

６

７

０

１

０

０

０

１

１

０

２

２

０

０

３

２

９４４

９４３

月

月

増　　　加

転入 職権 計 死亡

減　　　少

転出 職権 計

０

０ 馬路村特別村民 ８,４３８人
（７月３１日現在）

8月・9月 むらの行事予定8月・9月 むらの行事予定
8　　月

始業式（村内４校）
有害物収集
PTA愛校作業（馬路小・中学校）
絵本の読み聞かせ（魚梁瀬保育所）
乳児健診13：00～（田野町保健センター）
夏休み作品展（馬路小学校）

リサイクル収集

乳がん・子宮がん検診（魚梁瀬多目的施設）14：00～

敬老会（魚梁瀬）
敬老会（馬路）
古紙収集（魚梁瀬）

敬老の日

絵本の読み聞かせ（馬路保育所）

３歳児健診13：00～

馬路保小中合同運動会
魚梁瀬保小中合同運動会

第34回馬路おしどりマラソン大会

リサイクル収集　　　　　　　　　　　　 秋分の日

離乳食教室10：00～（田野町保健センター）

古紙収集（馬路）

9　　月

登校日（馬路中学校）
人権・平和学習（馬路中学校）
保育所交流会
絵本の読み聞かせ（魚梁瀬保育所）
有害物収集

行政相談所（魚梁瀬多目的施設）10：00～12：00
人権相談所（魚梁瀬多目的施設）10：00～15：00
古紙収集(魚梁瀬)

リサイクル収集
高知県中学校野球選手権　～22日
乳児健診13：00～（田野町保健センター）

馬路納涼祭
登校日（馬路小学校）

木造住宅耐震化個別相談会（就業改善センター）１５：００～１８：００
絵本の読み聞かせ（馬路保育所）
１歳６カ月児健診13：00～（田野町保健センター）

古紙収集（馬路）
保育所交流会

魚梁瀬小・中学校PTA親子研修旅行（レオマワールド）

リサイクル収集

離乳食教室10：00～（田野町保健センター）

県下一斉避難訓練及び地域のみんなで自主防災訓練
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募集種目 資格 受付期間 試験日

航 空 学 生

一般曹候補生

防衛医科大学校
医 学 科 学 生
防衛医科大学校
看護学科学生
（自衛官コース）

自衛官候補生

防衛大学校

男子
女子
推薦
総合選抜
一般前期

一般後期

高卒（見込み）
21歳未満の者

18 歳 以 上
27歳未満の者

高卒（見込み）
21歳未満の者

高卒（見込み）
21歳未満の者

高卒（見込み）
21歳未満の者

8月1日～9月9日

8月1日～9月9日
8月1日～9月15日
8月1日～9月9日
9月5日～9月9日
9月5日～9月9日
9月5日～9月30日
平成27年1月21日
　　　～1月30日

9月5日～9月30日

9月5日～9月30日

1次　9月23日

1次　9月19・20日 （いずれか１日）
9月16日

9月25～29日（いずれか１日）
9月28･29日
1次  9月28日
1次 11月8・9日

1次 平成27年2月28日

1次  11月1･2日

1次  10月18日

メス猫の不妊手術費を助成します

　猫の不必要な繁殖を抑え、殺処分を余儀なくされる
不幸な猫をなくすために、メス猫の不妊手術費用の一
部を助成します。

負 担 額 飼い猫　6,000円
 飼い主のいない猫　10,000円

募集期間 平成２６年７月１日(火)～
 予算がなくなり次第終了

申請方法 申請書に必要事項を記入の上、安芸福祉保
健所に本人確認ができる書面と一緒に持参
してください。

 なお、申請書は役場に準備しています。

お問い合わせ先　馬路村役場健康福祉課
   ☎（8）44－2112

森林環境税について

　個人県民税（均等割年額）には、森林環
境税５００円が含まれています。
　森林環境税は、「森林環境の保全」のた
めの事業や「県民参加の森づくり」を進め
るための事業等に活用されます。

■税に関するお問い合わせ先：
　高知県総務部税務課
　☎088－823－9308

■使途に関するお問い合わせ先：
　高知林業振興・環境部林業環境政策課
　☎088－821－4586

来春、大学・高校・専門学校を卒業の皆様へ
平成２６年度『自衛官募集』案内
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７５６人、
１８７人、

３４７世帯
９７世帯

お知らせお知らせ

馬　路
魚梁瀬
　（外国人含む）

人　　口
月中異動

月末現在
人口合計出生

６

７

０

１

０

０

０

１

１

０

２

２

０

０

３

２

９４４

９４３

月

月

増　　　加

転入 職権 計 死亡

減　　　少

転出 職権 計

０

０ 馬路村特別村民 ８,４３８人
（７月３１日現在）

8月・9月 むらの行事予定8月・9月 むらの行事予定
8　　月

始業式（村内４校）
有害物収集
PTA愛校作業（馬路小・中学校）
絵本の読み聞かせ（魚梁瀬保育所）
乳児健診13：00～（田野町保健センター）
夏休み作品展（馬路小学校）

リサイクル収集

乳がん・子宮がん検診（魚梁瀬多目的施設）14：00～

敬老会（魚梁瀬）
敬老会（馬路）
古紙収集（魚梁瀬）

敬老の日

絵本の読み聞かせ（馬路保育所）

３歳児健診13：00～

馬路保小中合同運動会
魚梁瀬保小中合同運動会

第34回馬路おしどりマラソン大会

リサイクル収集　　　　　　　　　　　　 秋分の日

離乳食教室10：00～（田野町保健センター）

古紙収集（馬路）

9　　月

登校日（馬路中学校）
人権・平和学習（馬路中学校）
保育所交流会
絵本の読み聞かせ（魚梁瀬保育所）
有害物収集

行政相談所（魚梁瀬多目的施設）10：00～12：00
人権相談所（魚梁瀬多目的施設）10：00～15：00
古紙収集(魚梁瀬)

リサイクル収集
高知県中学校野球選手権　～22日
乳児健診13：00～（田野町保健センター）

馬路納涼祭
登校日（馬路小学校）

木造住宅耐震化個別相談会（就業改善センター）１５：００～１８：００
絵本の読み聞かせ（馬路保育所）
１歳６カ月児健診13：00～（田野町保健センター）

古紙収集（馬路）
保育所交流会

魚梁瀬小・中学校PTA親子研修旅行（レオマワールド）

リサイクル収集

離乳食教室10：00～（田野町保健センター）

県下一斉避難訓練及び地域のみんなで自主防災訓練

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火
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村内あちらこちら

　
７
月
４
日
に
発
生
し
た
台
風
８

号
に
つ
い
て
、気
象
庁
で
は
台
風
を

理
由
と
し
た
初
め
て
の「
特
別
警

報
」を
沖
縄
県
に
発
表
し
、警
戒
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
台
風
は
あ
る
程
度
、事
前
に
備
え

る
こ
と
が
で
き
る
災
害
で
す
が
、台

風
が
接
近
し
て
か
ら
の
対
策
で
被
害

に
遭
わ
れ
る
方
も
多
く
い
ま
す
。

　
気
象
庁
か
ら
発
表
さ
れ
る
注
意

報
や
警
報
、そ
の
他
の
気
象
情
報
を

活
用
し
て
、早
め
早
め
の
行
動
を
と

る
と
と
も
に
、日
頃
か
ら
の
防
災
意

識
を
高
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。（

絢
）

7月13日　中芸消防大会（奈半利町）

6月19日　体育会長杯ビーチボールバレー大会（魚梁瀬地区）

6月21日　虫送り（日浦地区）

6月27日　環境学習（魚梁瀬中学校）

7月16日　馬路診療所起工式

防災特集・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２
馬路村農業委員会新体制へ・・・・・・・・・・・３
おらが村の学校便り㉚・・・・・・・・・・・・・４・５
東大寺学園来村 高知家・まるごと東部博開催・・・６
役場職員の給与・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７
議会だよりNo.137・・・・・・・・・・・・・・・８・９
馬路村診療所通信  Dr. 上田のちょっと×2・１０

環境コラム・馬路村俳壇 ・・・・・・・・・・・・・・１１
赤ちゃん万歳・ふるさとへの便り51 ・・・・１２
ショーンタイム・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３
安田川漫歩（８） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４・１５
お知らせ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６
行事予定表 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７
村内あちらこちら･村のできごと ・・・・・・・１８

 4 日　夕涼み会（魚梁瀬保育所）
 5 日　紙飛行機大会（東川地区）
12日　夕涼み会（馬路保育所）
13日　中芸消防大会（奈半利町）
15日　校内水泳大会（馬路小学校）
16日　馬路診療所起工式
18日　村内4校終業式
19日　校内水泳大会（魚梁瀬小学校）
　　　 フェスティバル魚梁瀬
24日　中芸地区小学校水泳記録会（北川小学校）
　　　 高齢者の人権学習（就業改善センター）

 1 日　安田川アユ漁解禁
 3 日　校外美化活動（魚梁瀬小・中学校）
 4 日　親子バス遠足（馬路保育所）
 8 日　村内一斉清掃
12日　馬路・魚梁瀬小学校4・5年生合同集合宿
　　　 泊訓練（国立室戸青少年自然の家）
19日　体育会長杯ビーチボールバレー大会
　　　（魚梁瀬地区）
21日　虫送り（日浦地区）
23日　校区ちり拾い（馬路小学校）
27日　環境学習（魚梁瀬中学校）

6月

7月

編
集
後
記

　7月19日に開催されたフェスティバル魚梁瀬のいかだ競走に、女性２チーム・男性７チー
ム・男女混合１チームの合計10チームが参加し、優勝を争った。
　結果は、前回（平成24年）優勝した「みかけだおし（中芸消防）」が、日頃の鍛錬の成果
をみせ、連覇を果たした。
　

いかだ競走

▲魚梁瀬ダム湖

いかだ競走


